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副会長挨拶
第６８回租税研究大会大阪大会開催にあたり

公益社団法人日本租税研究協会副会長

宇野 郁夫
（日本生命保険相互会社名誉顧問）

本日，第６８回租税研究大会の開催にあたり，
多数の皆様にご参加いただき，厚く御礼申し上
げます。
特に，財務省主税局の井上大臣官房審議官，

総務省自治税務局の開出大臣官房審議官には，
公務ご多忙のなか，パネリストとしてご出席い
ただき，誠にありがとうございます。
また，ご出席の皆様方には，常日頃，租研の

活動にご支援・ご協力を賜っております。
あらためて厚く御礼申し上げます。

さて，現在の私どもが，数ある社会・経済的
課題をかかえる中で，腹をすえて対峙し抜かね
ばならないのは，財政健全化の実現であり，そ
れへの着実なステップをきざむことであります。
わが国の長期債務残高が，平成２８年度末には
１，０６２兆円と見込まれ，GDPの２倍を超え，歴
史的にも，国際的にも最悪の水準にあることは，
国家そのものが液状化地盤の上に，かろうじて
存在するような事態を招かないとも限りません。
長期債務残高の累増に早急に歯止めをかけな

ければ，わが国財政は，いや，国そのものが，
破滅的な事態に陥るのは明らかであります。健
全な経済あっての国家ですが，それ以上に健全
な国家基盤あっての経済ではないかと考えます。
特に，今後の人口減少社会では，高い経済成長
を実現させることは決して容易ではない。むし
ろ，健全は財政基盤と云う，国家インフラを守
ってこそ，社会の活力が生みだされ，国民一人

一人の生産性向上が展望されるのではないかと
私は考えます。

この財政健全化への思いを，腹にしっかりと
据えて，私ども日本租税研究協会は，民間研究
団体として中立の立場から，税・財政の問題を
調査・研究し，毎年，中長期的な課題を含め，
あるべき税制改革について，提言を行ってまい
ります。
提言の内容について，主なものを申上げます

と，まず，所得税制については，税収調達機能
や所得再分配機能が弱まっており，その機能の
回復につながる改革となることを期待していま
す。
次に，法人税制については，平成２８年度税制

改正で，法人実効税率が２０％台まで引き下げら
れたことは評価しておりますが，目指すべきは
「日本企業の国際競争力を高めること」と「日
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本の立地競争力の強化」であり，そのために引
き続き，国際的に調和のとれた税制とすること
が重要です。
特に，イノベーションは，日本の経済発展の

基盤となるものであり，「イノベーション促進
のための税制措置拡充」が重要だと考えており
ます。
国際課税分野については，国際的な租税回避

を巡る動きを踏まえ，BEPS最終報告書に沿っ
た国際課税ルールの広範囲におよぶ見直しが急
速に進められています。今後の税制改正におい
ては，国際的合意に基づき，予測可能で，法的
に安定した制度とすることが重要です。
消費税については，消費税率の引き上げが延

期されたことは，極めて残念なことであります。
「消費税引き上げ」と「財政健全化」が一体の
ものとして国民に意識されているだけに，次の
平成３１年１０月の実施から，決して，逃げてはな

らないと思います。そのうえで，超高齢化社会
の財政を支える基幹税として，消費税率をさら
に引き上げる覚悟が必要であると思います。

本日の大阪大会におきましては，午前中は占
部教授より研究報告をしていただきました。
午後からは，「税制改革を巡る現状と課題」を
テーマに，討論会を予定しております。ご担当
いただく皆様は，税制・財政に精通された方々
ばかりであり，午前に引き続き，大変有意義な
お話を伺えるものと思います。
最後になりましたが，本日ご出席の皆様方の，

今後ますますのご発展をお祈り申し上げますと
ともに，当協会の活動につきまして，今後とも
ご支援・ご協力をいただきますよう，切にお願
い申し上げまして，私の挨拶とさせていただき
ます。ご清聴ありがとうございました。

― 176 ―



１．はじめに

ご紹介にあずかりました同志社大学の占部で
ございます。本日はよろしくお願い申し上げま
す。恐縮ですが，座ってご報告させていただき
たいと思います。
本日は，台風直撃かと思いましたけれども，

外れたようで，多くの皆様方にご参集いただき
ましてどうもありがとうございます。
本日の報告テーマにつきましては，これまで

の租税研究大会において，地方税というのはあ
まり議論されてこなかったように思っておりま
す。私もこの場で何度か法人税なり国際租税な
り金融課税でご報告させていただいたことがご
ざいますけれども，一応税制改正のところは，
地方税制も大きなテーマでございますので，そ
ういう意味で，地方税制に私が特に長けている
というふうに考えておりませんけれども，本日
は，問題提起の意味をかねて固定資産税の固定
資産評価を中心にお話しさせていただきたいと
思います。
レジュメの１ページに，ご案内をいたしまし

た本日の報告要旨を掲げております。私は法律
家でございますので，法律の視点から固定資産

税を，特に法解釈を中心にお話しさせていただ
くということで，本日はその中でも評価に関わ
る部分ということで，ご理解いただけたらと思
います。
レジュメ１ページの「はじめに」に記述して

おりますことをかい摘んで申し上げますと，ま
ず固定資産税は，ご承知のように，地方公共団
体の基幹税でありまして，都市計画税を合わせ
ますと，自治体の税収の平均５０％を超えている
のではないかというように思います。
資料には，後ほどの議論との関係で，東京都

の固定資産税の税収額なりその割合を示してお
りますけれども，普通は，固定資産税の税収は

１０月５日�・午前報告

占部 裕典
同志社大学大学院司法研究科 教授

～企業による過払い税金取り戻しの背景～

固定資産税の抱える法的な課題と今後
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地方公共団体の税収のなかでも非常にウエート
が高く，平均的には５０％超というように理解し
ております。中には５６％を超える，非常に高い
固定資産税の税収割合を占めている地方自治体
も多いというように考えております。資料１も
参照下さい。
固定資産税の課税客体は土地，家屋，償却資

産ですけれども，普通に考えますと，税収割合
は，順に土地，家屋，減価償却資産というイメー
ジがありますけれども，これは，自治体によっ
てさまざまで，償却資産の税収割合が一番高い
といった地方自治体もあります。
地方公共団体にとっては，固定資産税は基幹

税であって，法人住民税，法人事業税等と違っ
て，比較的税収が安定して変動の少ない税です
ので，地方公共団体にとっては不可欠かつ重要
な税であり，地方税の中でもその制度改正，た
とえば評価基準等については十分に時間をかけ
て考えていく必要があると考えております。
固定資産税は，ご承知のように，シャウプ勧

告に基づきまして，それまでの地租とか家屋税
とかいったものを徹底的に見直した結果，昭和
２４年の税制改正でシャウプ勧告を受けて導入さ
れたものです。その後，昭和３８年に固定資産評
価基準が出来上がったとか，平成６年に７割評
価がある時期一応貫徹される方向で制度見直し
が行われたとか，部分的に重要な改正はありま
したけれども，税制の根幹に関わる部分，制度
の枠組み自体については基本的には大きな改正
はなったというように，これまでの立法・改正
経緯を理解しております。
さらに，この固定資産税の性格ですけれども，

これは税制の構築さらには法解釈にあたっても
非常に重要というように考えております。固定
資産税の性格は，やはりメインは，固定資産を
所有するというところに担税力を見いだす財産
税という側面が非常に大きくて，さらに，そこ
に財産を置くことによって地方公共団体から行
政サービスを受けますので，その対価という意
味で応益税的な側面を有しているというように

一般的には理解されているかと思います。
ただ，これは，論者によっても判決によって

もかなり理解が違いまして，非常に応能的にと
ころに力点をおいて考えられる方もおいでにな
ります。ただ，この税の性格というところで，
いわゆる応益的に捉えるということを全く抜き
にしますと，やはり固定資産税の今の枠組みの
法解釈が大きく変わってくるように思います。
固定資産税の政策税制の限界などもこの税の性
格から一定の法的評価を与えることができます。
固定資産税の性格が法律に書いてあるわけで

はありませんけれども，固定資産税がどういう
性格を持っているとして制度化されてきたかと
いえば，地方税法の枠組みから見て，先程申し
上げた一般的な理解は当を得ているのだろうと
思います。くりかえしになりますが，この固定
資産の本質や性格の考え方が少なからず解釈に
影響を持ってくるという意味において，それは
重要な問題であるというように思っております。
次に，固定資産税については，冒頭に申し上

げましたけれど，あまりこの大会報告でも取り
上げられなかったように思うのですが，確かに
企業の方は，地方税はどちらかというと法人税
とか国際課税に比べると興味薄なのかなという
ところがあります。
それはいろいろ理由があるかというように思

いますけれども，償却資産を除きまして，賦課
課税方式がメインで，償却資産も申告で確定す
るわけではありませんので，一応固定資産は賦
課課税方式を取っているといえなくもありませ
んが，その賦課課税方式を前提に課税庁からの
納税通知を見て，細かく課税標準等算定過程が
分かるわけでもありませんので，ある程度その
数字を信じざるを得ないというところがあるか
というように思います。
さらに，普通は固定資産税は法人税等の所得

の計算において損金算入されますので，さらに
もっと言いますと，他の国税と違って，租税回
避行為や節税なりといったタックスプランニン
グがそれほど大きく効くような，そのような行
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為ができる税ではないということを考えますと，
企業にとってはそれほど大きな関心事にならな
かったのかなというような理解をしております。
私の考え方が，意識が，少し違っているところ
があるかもしれませんけれども。ただ最近は，
レジュメ２ページに書きましたように，日経新
聞なりいろいろな雑誌を見ますと，「大企業が
固定資産税の過納付，過払い」ということで，
多額の税金を取り戻したという内容の記事等が
いたる所に出てまいります。中には，ノウハウ
本で，企業が固定資産税を取り戻すにはどうす
ればよいかといったようなものが，巷では出回
っているというように，少し固定資産に対する
比重の置き方といいますか，企業の意識が変わ
ってきているのかなというところも一方であり
ます。
レジュメ２ページの後半あたりにありますよ

うに，総務省が毎年出す統計を見ますと，全国
の地方公共団体のうち９７％近くが，何らかの過
大納付があって還付に応じているということで
す。ただ，件数的には非常にわずかなのです。
一応０．２％というように書いてありますけれど
も，納税義務者の総数から算定しますと非常に
わずかな数とはいっておれなくもなくはありま
せん。しかし，どのくらい実際に納税者の方が，
固定資産税について，都市計画税もそれにリン
クしておりますので，そういった税について関
心を持って，その課税標準なり，評価の過程な
りを検証されたかというと，恐らくそういうこ
とはあまりないので，何か特別のことがあり誤
りに気が付いたという限りでいけば，比較的，
数字のもつ意味は大きいのかなという気がしな
くもありません。
このように，少し固定資産税に対して企業側

の意識が変わってきた，変わりつつあるのでは
ないかということを，少し，はしがきのところ
でお話し申し上げております。
次に，これまで固定資産税についてどういう

点が議論されてきたかと申し上げますと，レジ
ュメの２ページから５ページあたりまで記述い

たしております。評価の問題も含めて固定資産
税の問題点につきましては，いろいろな研究機
関等で，まとった研究なり報告が出ております。
その中で，若干古いのですけれども，平成１８年
に公認会計士協会が取りまとめましたものを，
レジュメ３ページから，要旨のみを抽出して書
き並べております。
土地，家屋，償却資産ということで，公認会

計士協会のこの報告書のメインは，一般的な評
価方法の問題点を指摘するとともに，固定資産
税が応益課税ですので，例えば民事再生等の適
用を受けても，公共サービスを受けているとい
う意味での対価は一緒なので，固定資産の時価
が下がりませんよね，実務的にも何かおかしく
ありませんかというところに端を発して研究を
進められた報告書というように理解しておりま
す。
レジュメ３ページの下線のあたりのところを

ざっと見ていただいたら結構かと思いますけれ
ども，例えば３ページの土地の評価について，
①として計算の複雑性により一般納税者の検証
に困難性が生じている。少し細かなところの説
明は省きますけれども，②として固定資産税評
価額と課税標準額の乖離が恒久化している，③
として各資産間での課税の不公平が生じている。
各資産の評価の均衡が保たれ，適正なものとし
て納税者の納得を得られる状況ではないという
ようなことが指摘されております。あと，土地
の個別性・特殊性が評価額に十分反映されてい
ないとか，農地，山林の評価額に不均衡が見ら
れる等々指摘されております。
家屋については，多分，居住用家屋について，

多くのみなさんが恐らく実感として感じておら
れるように思うのですが，①中古なり古くなっ
た家屋の評価額と時価が乖離している，あと，
②市場価額の価値，マーケットアプローチが家
屋については評価において考慮されていないの
ではないかといったようなことが指摘されてお
ります。
償却資産については，①経済的耐用年数や機
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能的減価が加味される余地がない，いわゆる法
人税の償却資産の計算，或いは償却資産の範囲，
或いは固定資産税の償却資産の範囲と計算とい
うあたりが，必ずしもリンクしていないわけで
すけれども，そのあたりについて問題点が提起
されているということです。②次に，償却資産
は，一応，申告制度を取っているということで，
企業には非常に負担が大きいのではないか，と
いうようなことが指摘として挙がっております。
これは，これらの固定資産の評価についての

問題意識は１０年たった今でもほぼ大なり小なり
同じようなに残っているのではないかというよ
うな理解をいたしております。
５ページから，少し他の意見等も書き並べて

おりますけれども，時間の関係で割愛させてい
ただきまして，６ページで，結局，今日メイン
として，そういった固定資産税の現在の状況な
り問題意識を踏まえて，どこをお話しさせてい
ただくかというようになりますと，やはり，賦
課処分を受けたときに，どういう場合に固定資
産税の賦課処分が違法になるかというあたりを，
評価方法と絡めてお話しさせていただきたいこ
とが有益ではないかと思っております。現在の
評価方法が合理的なものといえるかどうかとい
うところも関係してくるかと思います。そうす
ると，評価方法について，今後，見直し・改正
等の議論というのは当然あり得るというように
思っておりまして，特に今現在，東京都は大規
模家屋の見直しに入っておりまして，そこに総
務省の方も参加されているというように聞いて
おりますので，何らかの動きがあるのではない
かなというように思っております。資料３以下
を参照下さい。
あと，地方自治体間で評価基準は一本ですけ

れども，自治体間によって評価の状況というか，
地方税法や条例の解釈，取扱通達等でかなり異
なっている部分がありますので，そういった部
分の違いはどういうように考えていく必要があ
るのかも，今後地方自治体の課税自主権の名の
もとに放置しておいてよいのかも気になるとこ

ろです。
また，今日は直接お話しする予定はないので

すが，固定資産税の減免規定や非課税規定が適
切に運用されているかどうか。これらは課税処
分の違法という問題につながる可能性もありま
すけれども，立法論的に政策的な減免規定等が
どうだろうという部分もあります。例えば，今
年度でいいますと，中小企業等経営強化法等で，
設備投資について固定資産税を減税にする，２
分の１にするとか，そういったことも入ってお
りますが，これは固定資産税において立法論的
にそもそも許されうるようなものであるのかな
ども問題になってくるように思います。一方で
は，ちょっと企業からは離れてしまうところは
ありますけれども，空き家対策といったところ
での固定資産税等の対応をめぐる議論もありま
す。そういったところについても，少し論点ぐ
らいは時間があれば指摘させていただきたいと
いうように思います。
さらに，上記との関係でいきますと，では固

定資産税が過大納付になったときに，いつまで
取り戻せるのか。どういう形で取り戻すのか。
あと，実際に固定資産税を取り戻すときに，公
式ルートに乗せたときに，固定資産評価審査委
員会への不服申立てなり，取消訴訟等というの
は，どういう手続きで訴訟等の審理は進められ
ることとなるのか。そういうところまで，恐ら
く駆け足になるかと思いますけれども，お話を
させていただきたいというように思っておりま
す。
まとめますと，現在の固定資産税として論じ

なければならないことは次のようなものだと思
います。６ベ－ジをご参照下さい。
１，固定資産税の賦課処分はいかなる場合に違
法となるか

２，評価方法は合理的なものといえるか。評価
方法の改正はありうるか。

２，自治体間での評価方法の違いはどのように
考えていくか。

３，減免規定や非課税規定が適切に運用されて
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いるか。特に最近では空き家対策と固定資産
税制の議論がありうる。

４，いつでも固定資産税は取り戻せるか。
５，固定資産税に対する不服はどのような争訟
となるか。
次に，固定資産税の課税標準をみたうえで，

いまお話ししましたような課題を検討していき
たいと思います。

２．固定資産税の概要

地方税の固定資産税に係る規定の枠組みです
けれども，６ページから１０ページに，ご承知の
ところ恐縮ですけれども，一応，固定資産税の
枠組みのポイントになる主要な部分だけを書き
抜いております。ここに記載しておりますこと
はご承知のことと思いますけれども，固定資産
税の課税客体は，当然，土地，家屋，償却資産
といった固定資産です。
中には，所有者の性格とか社会政策上の理由

から，先ほど申し上げましたように，地方税法
３８４条のもとで人的又は用途非課税になったり，
税額が減免されたりというものがあります。非
課税等の判断にあたっては，１月１日の現状が
重要となります。
固定資産税の納税義務者につきましては，地

方税法の３４３条の１項で，固定資産の所有者に
課すると規定をしておりまして，一応，所有者
課税ですけれども，同項の２号で，その固定資
産の所有者とは，土地又は家屋については，登
記簿又は土地補充課税台帳若しくは家屋補充課
税台帳に所有者として登記・登録されている者，
いわゆる台帳課税主義を取っているということ
で，後で少し議論いたしますけれども，基本的
には，１月１日現在の登記・登録されている者
に対して固定資産税を課せばいいということで
す。その後の土地の所有権の移動については，
当事者同士，民民で固定資産税の負担について
は解決すればいいという建て付けになっている
ということです。

償却資産につきましては，１月１日現在の所
有資産の内容については，申告をするというこ
とを地方税法３８３条で義務付けておりまして，
これで地方公共団体は，賦課決定の課税資料を
収集しているということで，この申告によって
税額が当然確定するわけではないということに
なります。
賦課期日は，地方税法の３５９条で，当該年度

の初日の属する年の１月１日というように規定
をしておりまして，賦課期日を１月１日として，
固定資産税の課税要件を当日において確定させ
ることとしております。
１月１日現在において，当該市町村に所在す

る固定資産で，納税義務者は，その賦課期日現
在における固定資産の所有者となります。ただ，
「台帳課税主義」を取っているというところに
特徴があるということです。
地方公共団体は，固定資産の状況なり固定資

産税の課税標準である固定資産の価格を明らか
にするために，地方税法３８０条１項により土地
課税台帳，土地補充課税台帳，家屋課税台帳，
家屋補充課税台帳及び償却資産課税台帳を，い
わゆる固定資産課税台帳というものを備えなけ
ればならないわけですけれども，これについて
は，現在，閲覧なり縦覧といったような形で，
納税義務者，場合によっては，閲覧の場合につ
いては，もっと広い，いわゆる賃借人等にも閲
覧をさせるということで，開示が進められてい
るというように理解しております。
そのうえで，市町村長は，納税義務者その他

の政令で定める者の求めに応じ，固定資産課税
台帳のうちこれらの者に係る固定資産として政
令で定めるものに関する事項が記載をされてい
る部分又はその写しをこれらの者の閲覧に供し
なければなりません（地税法３８２条の２第１項）。
また，地方税法４１５条に基づいて，市町村長は，
土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿を，
毎年３月３１日までに作成しなければなりません。
そのうえで，市町村長は，地方税法４１６条によ
り，毎年４月１日から，４月２０日又は当該年度
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の最初の納期限の日のいずれか遅い日以後の日
までの間，その指定する場所において，土地価
格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿等を納税
者の縦覧に供します。市町村長は，地方税法４１０
条１項によって固定資産の価格を３月３１日まで
に決定して，同法４１１条１項により固定資産課
税台帳に登録しまして，同法４１５条により縦覧，
同法３８２条の２により閲覧に供するわけですけ
れども，ここで「適正な時価」というのが非常
に大きな問題になってまいります。地方税法３４９
条１項，３４１条５号によって「価格」すなわち
「適正な時価」で固定資産課税台帳に登録する
ということですので，資産の評価というものが
非常に大きな問題になってくるということです。
ここを本日中心にお話し申し上げるつもりです。
なお，固定資産について，土地・家屋につき

ましては，３年に１度，いわゆる基準年度とい
うことで，基準年度をベースに土地の評価をし
直しまして，３年ごとに見直しをする，評価替
えをするという制度をとっておりますので，２
年度，３年度については，原則として基準年度
の価格を据え置くこととなります。
地方税法３４９条２項・３項により，新築とか

改築等があったような場合，分合筆等のあった
など基準年度の価格によることが適当でないと
解される一定の事由が生じた場合について
は，２年度，３年度においても，それを修正す
るということは可能ということです。さらに，３
年度据え置きというところの関係の問題で，評
価替えの結果，土地の税負担が大幅に増加しな
いように，段階的に負担増となるような激変緩
和措置方策が採られていましたが，平成９年度
税制改正により新たな措置として，地方税法附
則において負担調整措置制度という，税負担を
抑制しつつ，各土地館の負担水準の均衡化を図
る制度が導入されています。
もうご承知のところかとは存じますので，レ

ジュメ１４ページ以下に落としこんでおりますと
ころは，ざっと見ていただくだけで結構かと思
っております。

３．固定資産税賦課の枠組みにつ
いての最高裁判決の動向

レジュメ１０ページのところに，こういった固
定資産税の枠組みの中で，少し最近議論になる
というか，なった箇所はどこかというふうに申
しますと，当然，適正な時価に係る評価方法と
いえるか，課税標準が適正な時価といえるかど
うかという賦課処分の違法の判断基準等のとこ
ろに見るべき判例等，特に最高裁判例等がある
わけですけれども，それ以外に，少し固定資産
税の枠組みの中で押さえておくべき判決という
ものがあります。
レジュメ１０ページの真ん中あたりに「固定資

産税賦課の枠組みについての最高裁判決の動
向」というところの最初ですが，賦課期日現在
登記簿に登記又は固定資産課税台帳に登録され
ていない所有者の納税義務の有無に係る最高裁
平成二六年九月二五日判決です。固定資産税は
１月１日（現在）が賦課期日ですけれども，１
月１日現在に固定資産課税台帳あるいは登記簿
に登録・登記されていないと納税義務者として
課税できないのかという点が争点になりました。
これは，当然，市町村の実務からいきます

と，１月１日現在に登記簿に登記又は登録され
ていなくても，後日把握して，それを固定資産
課税台帳に登録をすれば，当然課税できるとい
うようになると思うのですけれども，非常に議
論になりましたのは，固定資産の規定を見たと
きに，１月１日現在が賦課期日というのと，１
月１日現在の納税義務者に課税をするという条
文の解釈から，１月１日現在に固定資産が固定
資産課税台帳等に登記・登録されていないと，
その年度，固定資産税は賦課できないという考
え方の下に家屋の所有者が賦課処分の違法を争
ったものです。東京高裁がそのような原告主張
を，文理解釈に基づいて条文を解釈し，支持し
請求を認めました。
このあたりから，もしこの判決が最高裁で支
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持されると，非常に実務に大きな影響があると
いうことで，問題になりました。
結果的には，文理解釈をした場合に，果たし

て東京高裁のように読めるかという点もひとつ
あるのですけれども，最高裁は，賦課期日の時
点において未登記の土地又は家屋につき賦課期
日後に補充課税台帳に登録して当該年度の固定
資産税を賦課し（３４１条１１号，１３号，３８１条２
項，４項），賦課期日の時点において未登録の
償却資産につき賦課期日後に償却資産課税台帳
に登録して当該年度の固定資産税を賦課する定
めを置いている（３８１条５項，３８３条）ことなど
を挙げて，固定資産税に係る地方税法の制度の
仕組みからも原判決のような解釈が採用できな
いことは明らかであると判示しています。固定
資産に係る関係規定を見て，年度途中でも固定
資産課税台帳等の記載事項を追加，修正ができ
るとか，あるいは，縦覧期間を経過した後に固
定資産課税台帳に登録されて賦課されるといっ
たような場合については，縦覧という手続的保
障を納税者が失うことになるのですが，そうい
った場合であっても，当然それはやむなしとい
う形で，固定資産評価審査委員会への不服申立
ての規定があるというようなことなどを総合的
にみて判断するに，やはり１月１日現在に登記
簿や固定資産課税台帳に登記・登録されていな
くても，その年度の固定資産の納税義務者にな
り得るとものといえます。
ですから，１２月の半ばに所有権を取得すると，

不動産登記法でいくと，１カ月以内に登記すれ
ばいいという話なので，やはり１月１日をまた
いでしまうというようなことがありますが，そ
ういったような場合について，当然，そのよう
な事実が把握できない場合も地方公共団体には
多々ありますので，それは当然許容済みの地方
税法であるということで，最高裁判所が，現在
の地方公共団体の実務にお墨付きを与えた判決
というように考えております。
その次は，まさに固定資産税の適正な時価に

関わる判例ですが，最高裁判所の判断が徐々に

進化してまいります。固定資産税の「適正な時
価」と登録価格の違法に関する判断基準に係る
最高裁平成２５年７月１２日判決です。平成１５年６
月２６日判決，最高裁平成１８年７月７日判決，最
高裁平成２１年６月５日判決の延長線上にある判
決ですが，登録価格の違法に関する判断基準に
ついて，いわゆる，違法に対する判断基準とい
うのを進化させてきまして，現在，非常に，実
務にとって厳しい判断を示しております。これ
は，本日のメーンですので，少し時間をかけて
後でお話し申し上げたいと思っております。
もう１つは，これも，レジュメ１０ページの下

に記載しています判決ですが，これは高裁判決
の段階でまだ最高裁判決は出ていないというふ
うに認識しております。現在の訴訟の推移を私
の方でよく承知をしていないところがあります。
例えば，建築当初の評価により固定資産税台帳
に登録された価格についての審査申出期間や出
訴期間が経過した後に，建築当初の評価が不合
理であることを理由として，その後の基準年度
に評価を争うことができるか否かが問題となり
ますが，東京地裁平成２３年１２月２０日判決，控訴
審・東京高裁（控訴審）平成２５年４月１６日判決
が存します。また，「適正な時価」の違法性判
断基準に係る最高裁平成２５年７月１２日判決直前
の下級審判決ですが，違法性の審査手続に係る
問題を正面から取り扱うものとして意義がある
といえます。
大規模家屋の場合の事例でして，先ほど申し

上げましたように，基準年度で３年に１度の評
価替えということですけれども，土地の場合は，
確かに３年に１回必ず固定資産評価員等の下で
評価を１から行うというか，実地調査のうえ評
価をする。
家屋について，この事件は大規模家屋が例で

すけれども，十何年前の当初の価格をベースに，
経年劣化を考慮した形で計算をし直すという形
を取っておりますので，最初のところが間違っ
ていれば，その違法性をずっと引き継ぐという
ことになります。

― 183 ―



ただ，土地の場合は毎回毎回，３年に１回洗
い替えのように評価をし直しますので，原則，３
年に１回必ず，もし問題があれば固定資産評価
委員会に不服申し立てなり訴訟が提起できる。
２年度，３年度でも，先ほど申し上げたように，
例外的に価格に修正があればそれは争えますけ
れど，例外的な場面です。
そうしますと，土地のように３年に１回の，

いわゆる固定資産評価審査委員会への不服申立
ての不服申立期間を徒過いたしますと，もう争
えなくなって，その限りでは不可争力が発生す
るというようになるわけですけれども，家屋の
ような場合はどうだろうかということです。家
屋の評価については，レジュメ１６ペ－ジと資料
２，３をごらんください。
たとえば，１０年前にそもそも評価について間

違いがあった。それを当初の家屋の評価額をず
っと，ベースにして経年減点補正率を乗じて計
算してきていますので，毎年度の家屋の課税標
準額の通知があったときに，ではそれが争える
のかというところでいくと，３年に１回評価替
えがあって，そこで争う機会を付与していると
ころ，土地と同じように考えうるのかというこ
とかと思います。
そうすると，それを過ぎると，やはり不可争

力が発生して土地と同じようになりますという
議論もあるかというように思うのですが，最初
の建築当初の評価を間違っている場合について
は，それは違法性を引き継いで，承継して，後
の年度でも，争うことを認めるという，どうい
うふうに理論構成するか，違法性の承継という
理論を使うのかどうかなどという議論はありま
すけれども，そのような方向で下級審判例が続
いております。
そうしますと，固定資産評価審査委員会はそ

ういったものについて不服申立てがなされる
と，１０年前の違法を遡って審査しなければなら
ない。でも，そのような当時の資料が残ってい
ませんよねというふうになるといったような問
題を実務上抱えるのではないかというところで

懸念があります。
また，このような判決をふまえると固定資産

評価委員会においても審査にあたりいろいろと
問題が生じてくるようにも考えられます。
レジュメ１１ページから１２ページ，４７ページに

かけまして，その後の裁判所の審理等もっと進
んでいるのかもしれませんけれども，少し私の
見解を書いております。私もやはりそれは争わ
せるべきだというように考えております。ただ，
非常に実務上は大変だろうなと，そういった過
去の当初価格の誤りまで違法であると主張され
たら，かなり年数立ってその評価の誤りに気が
つき主張されたら大変だろうなという気はいた
します。
もう１つは，冒頭に申し上げた裁判例で実務

のお話をさせていただきますと，１月１日現在
に登記簿に登記又は固定資産課税台帳に登録さ
れていなくても，極端な話その年に登記があれ
ば当然，固定資産課税台帳に載せますし，ある
いは市町村の実地調査で新たな事実が判かれば，
固定資産課税台帳に登録する，あるいは修正す
ることになるだろうと思うのです。
そうなった場合に，この最高裁判決が実務を

踏襲したという結論に落ち着いておりますので，
そこは今までと状況は恐らく一緒だろうという
ふうに思います。ただ，結果的に自治体の長が
１月１日現在，登記・登録をしていないものに
も，後日課税ができるということになった場合
に，どこまで遡って課税しなければならないの
か，さらにはそれを実際，現地調査等で，ある
いは登記がなされていなかったということで，
課税を見落とすことがあるだろうと思います。
そうした場合について，自治体が結果的には課
税をその年度懈怠をするということになる場合
というのが出てくるであろうと，現実にたくさ
んあるというように思うのですが，そういった
場合について，自治体にどれほどの調査義務を
課すか。言い換えると，これは，後日の住民訴
訟等に影響してまいりますけれども，そのあた
りが，先ほどの最高裁判決によって強調された
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ことによって，反面，そこらあたりが浮かび上
がってきました。
いわゆる地方公共団体の登録義務違反，どこ

までやっておけば義務違反にならないのか，後
ほど住民訴訟にかからないのかというようなと
ころが，逆にクローズアップされてきたといっ
たような面もあります。

４．固定資産税の時価と時価の算
定方法～固定資産税の「適正な
時価」の意義と登録価格の違法
に関する判断基準

４―１．固定資産の評価方法

次に，レジュメ１３ページからの，固定資産税
の適正な時価の意義と登録価格の違法に関する
判断基準という，今日の中心議題に入らせてい
ただきます。まず，土地の固定資産の評価の流
れを記載しております。
ここでの固定資産，土地の評価方法のところ

で，用途地区の区分から始まって，状況類似地
区の区分，標準宅地の選定，主要な街路の路線
価の付設，その方の街路への路線価への付設，
画地計算法，各土地の評価額の算出という手順
で評価をしてまいります。すでにご承知のこと
をくどいような形で書いておりますけれども，
こういった手順をもう１回踏んで，企業の方で
所有する土地の評価をし直すということが本当
に可能だろうかというようなことも少し頭をよ
ぎります。これは，地方公共団体による，固定
資産税路線価等の公開，さらに先ほど閲覧とか
縦覧といった開示の手続きのお話を申し上げま
したけれども，今そういう固定資産税の透明化
に関する手続規定が入っておりますけれども，
さらに，納税通知書等で，どこまで固定資産の
評価額を再検証できるのかというところが，少
し議論になり得るのかなという懸念もありまし
て，評価の流れをずっと書いております。
なお，今日はお話しする時間はないかと思い

ますが，負担水準等の仕組みの評価の問題等も
あるかと思います。レジュメ１５ペ－ジ下に制度
の概要は示しておりますのでご参照下さい。
次にレジュメ１６ページの家屋の評価方法につ

きましては，現行法は再建築価格方式をベース
にしておりますけれども，議論としては，レジ
ュメ１６ページ２の家屋のところに示しておりま
すけれども，評価の方法について再建築価格を
基準とする方法，取得価格を基準とする方法，
或いは賃貸料など収益を基準とする方法，売買
実例価格基準とする方法など，いろいろと考え
られるわけです。ただ，要は，これまでもレジ
ュメの２３ペ－ジの固定資産評価制度調査会答申
をはじめ議論を重ねた末に，再建築価格方式が
ベストであるというようなことで，この方式が
ずっと取られておりますけれども，一方で議論
は，取得価格方式をベースにすべきであるとか，
或いは，事業用については，特に取得価格をベー
スにすべきであるとか，今日まで，家屋につい
てはかなりいろいろな研究機関で議論が進めら
れているという理解はしております。東京都の
大規模家屋の評価方法の見直しに係る研究会資
料なども資料３以下に示しております。なかで
も資料５の取得価額活用方式といった方式など
がその俎上にあがっているようです。
次に償却資産の評価方法につきましては，レ

ジュメ１６ページの下から１７ページにかけて記載
しておりますけれども，これは，私自身，恐ら
く企業なり経理担当者の方なり税理士の先生方
がこの申告書をお書きになると思うのですが，
今は，減価償却資産に係る情報の電子化などで
いろいろと整理されていると思いますので，そ
れほど手が掛からないものとなっているのかも
しれませんが，比較的小規模の会社等では大き
な負担になっているのではないかとも推測して
おります。そのあたりの実感が，私にはあまり
よくわかりません。ただ，総じて言いますと，
かなり負担ではないのかなというふうな認識を
持っております。固定資産税の償却資産の範囲
ですが，ここの中で，法人税法上の償却資産か
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ら除くものとか，逆に入れるものとか，そうい
った調整等もあって，かなり作業的には手間暇
かかる作業をこの申告業務のところでしていた
だいているのかなというような認識を抱いてお
ります。さらに，そういった償却資産につきま
して，先ほどの公認会計士協会等の報告書など
を見ますと，資産の範囲なり，減価償却等のい
わゆる経済的実態等を十分反映していないので
はないかというような課題もありますので，や
はりここも，評価方法そのものについても今後
議論は十分あり得るものだというように承知を
いたしております。

４―２．「適正な時価」の意義

次に，レジュメ２０ページからの「適正な時価」
に入ります。
この「適正な時価」という考え方ですけれど

も，最高裁の平成１５年６月２６日判決で，固定資
産の，価格いわゆる適正な時価の意義につきま
しては，財産税であって，収益税とは異なると
いうような固定資産税の性格，適正な時価を考
えるにあたっての前提が示されております。財
産税であるということに主眼を置きまして，そ
ういった固定資産税の性質からすると，これは，
レジュメ２０ページの下線の箇所にもありますけ
れども，その課税標準又はその算定基礎になる
土地の「適正な時価」とは，正常な条件の下に
成立する当該土地の取引価格，すなわち「客観
的な交換価値」，「客観的時価」をいうものと解
されるというように判示しております。
いわゆる客観的な交換価値ということになり

ますと，これは，相続税法や法人税法との関係
はどうなるかということが若干頭をよぎります
けれども，法人税法２２条の時価取引等，あるい
は相続税法２２条の「時価」の，いわゆる相続に
より取得した財産の価額，この場合の時価と固
定資産税の時価の解釈は一致する，いわゆる客
観的な時価という限りは，固定資産税の適正な
時価というのも一緒のものであるというような
理解になります。

法人税法や相続税法における時価も，全て「客
観的な交換価値」というように理解することが
可能というふうに考えることとなります。
ただ，相続税や法人税でも少なからずありま

すが，地方税法でいう客観的な交換価値，時価
をではどのように算定するのか，評価基準とい
う，法的拘束力のある評価方法の制度化という
ところで後々問題になってまいります。この判
決の中で，レジュメ２１ページの下線部あたりに
記載してあることですけれども，少し下線部分
を読み上げますと，「地方税法の３８８条１項，同
法４０３条１項は，大量の固定資産について，反
復的，継続的に実施される評価を可及的に適正
に行い，統一的な基準による評価を行うことに
よって，各市町村全体の評価の均衡を確保する
とともに，評価に関与する者の個人差に基づく
評価の不均衡を解消するため，固定資産の評価
方法は固定資産評価基準による旨，規定してい
る。このような評価基準に従った計算過程にお
いては，当該固定資産の特殊事情が十分に反映
されない事象が生ずるようなこともあると考え
られるが，そのような事象が生じた場合であっ
ても，評価基準に従った計算結果が適正な時価
を超えないように，いわゆる７割評価の経過措
置等の制度が設けられている」ということで，
個人差が生ずることはあるのですが，客観的交
換価値，時価との間に３割のアローワンスを設
けていますので，その範囲内に収まっている限
りは，そこで少し不均衡は生じますけれども，
一応，客観的時価の範囲に収まるように工夫が
されていますといったことがまず判示されてい
ます。
従って，最高裁は，当該固定資産の評価が評

価基準に従って行われている場合には，その評
価に一応の妥当性があるものと推認することが
できる，「推認」という言葉を使います。しか
し，最高裁は，評価基準が定める評価の方法に
よっては当該固定資産を適正に評価することが
できないというような特別の事情が存すること
により，評価基準に従って評価された登録価格
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が適正な時価である客観的時価を上回ることが
認められる場合には，当該登録価格は「適正な
時価」を超えるものといわざるを得ず，その限
度で違法となるというべきであると判示します。
レジュメ２１～２２ペ－ジの最高裁平成１５年６月２６
日判決等を参照ください。
固定資産評価基準によった評価の場合につい

ては，そこで算定された評価額というのは，一
応の妥当性があって，客観的時価，適正な時価
というふうに推認できる，ただ，特別の事情が
あって，評価基準によっては評価が少し適正に
できないといったような場面で，客観的時価を
上回る場合が予想される。そういったような場
合は違法になります。
そうすると，「特別の事情」が存するという

ことを納税者の方で主張・立証して，それが認
められると，客観的な時価，いわゆる適正な時
価ということを上回っていますよというような
主張が次の段階でできるというようなことをい
っているというように理解することができます。
この最高裁判決は，適正な時価を客観的な交

換価値というふうに明言していますが，この客
観的な交換価値イコ－ル時価が，この判決の射
程距離として，家屋とか償却資産にも及ぶのか
という問題があります。判例等をみますと課税
庁が射程距離を制限的に主張し，その範囲を土
地に限定して展開したこともありました。
土地，宅地について適正な時価の解釈を，こ

の最高裁判決は展開をいたしましたが，条文の
解釈においても課税理論からも，家屋について
も，償却資産についても，この考え方がそっく
りそのまま当てはまるということになると，い
うようにいえるかと思います。
ですから，固定資産税の課税客体の適正な時

価というのは，客観的な交換価値，いわゆる客
観的時価である。それは法人税，相続税法でい
われている時価と，その限りでは一緒であると。
ただ，固定資産評価基準というものがあります
ので，それに従って評価，計算をすれば，一応，
客観的な交換価値としての時価の範囲内に収ま

っているという，客観的時価の範囲内だという
推認は成り立ちます。
ただ，特別の事情を主張して，特別の事情が

認められれば，その次に，客観的時価を超える
という主張をして，いわゆる上回るということ
で，課税処分が違法になることがあります。レ
ジュメ２２ページの最高裁平成１５年判決とその射
程距離というところを参照下さい。
もう少し見てみますと，最高裁平成１５年６月

２６日判決は，もう１つ，この固定資産評価基準
についてかなり明確なことを言っております。
固定資産評価基準というのは，地方税法３３８条
で，自治大臣の告示である評価基準に委ねると
いうことで，市町村長は，この評価基準によっ
て評価をしなければならないと，地方税法の４０３
条１項の規定があります。この固定資産評価基
準というのは，どの程度の法的拘束力を持つか
というのが，これまでもずっと議論として続い
てきたように思います。
しかし，この判決は，いわゆる法的拘束力が

ありますということで，固定資産評価基準につ
いての位置付けを非常に明確にしたという点で，
さらに注目すべき判決だったということがいえ
るかと思います。その後の最高裁判例，たとえ
ばレジュメの２５ペ－ジ等に登場します平成１５年
７月７日判決も同様の判示をしています。

４―３．固定資産評価制度調査会答申
（昭和３６年３月３０日）による時価

レジュメ２３ページに，固定資産評価制度調査
会答申というのを入れておりますけれども，こ
れは，固定資産の評価方法が，いろいろ議論が
ある中で，土地，家屋，償却資産についてどう
いう議論をして評価方法が現行法のように定ま
ったかというところで，元になるものがこの昭
和３６年固定資産評価制度調査会答申ですので，
一応その要旨を落とし込んでおります。ここは
時間の関係で割愛させいただきますが，当然，
その後，このような十分な議論をした上で，地
方税法により委任された固定資産評価基準に基
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づいて評価をすれば適正な時価，いわゆる客観
的な交換価値が算定されるという流れになって
いるかと思います。

４―４．固定資産の評価に当たり，収
益還元方法を用いることは妥当
か

もう１つ，先ほどの固定資産評価制度調査会
の方の議論にも出てきますけれども，例えば，
適正な時価を収益還元価格とか，そういったよ
うなもので算定するということはどうなのか。
例えば，客観的交換価値，時価を超えていると
いったときに，その時価を納税者の方で，収益
還元価格で計算をして，課税標準がその価格を
超えていますと主張できるのだろうかという話
になるかと思うのです。

４―５．最高裁における収益還元価格
の排除の意味

レジュメ２６ページに少し書き連ねております
けれども，レジュメ２５ペ－ジ下の下級審判決等，
収益還元方法を認める判決はあります。けれど
も，最高裁は，この適正な時価のところで，収
益還元方法に基づいた評価方法，評価基準に依
らしめるということはできないということを，
適正な時価の客観的交換価値をどういうように
算定するかというところで判断しています。収
益還元価格による評価というのを排除している
ということを最高裁判所の判決は明言しており
ます。
ただ，少し気になりますのは，収益還元方法

というのをどういう使い方をするかだと思うの
ですが，たしかに最高裁判決を踏まえますと固
定資産評価基準として収益還元方法による評価
はまずいですねということになります。ただ，
実際に推認が及ばす時価を超えていますねとい
ったときに，精通者価格等において本当にそれ
で収益還元価格を一部考慮するとか，そういっ
た方法はできないのかというところは，議論は
残るのだろうと思います。

先ほどの土地の評価方法の流れに言及いたし
ましたが，では，その過程で収益というのは全
く考慮されていないかというと考慮されている
部分もあります。不動産鑑定評価理論でも，い
わゆる収益還元というのは十分考慮されている
と思いますので，この最高裁判所が言う排除，
収益還元方法による価格は取れませんというこ
の判決の射程距離は，少し制限的に，制約的に
考える必要があるのではないかというように考
えております。

４―６．登録価格の違法に関する判断
基準

次にレジュメ２８ページ五の，登録価格の違法
に関する判断基準というところですけれども，
普通に，登録価格を審査する場合について，例
えば，訴訟等で審理するときには，まず評価方
法が固定資産評価基準とか市町村の取扱要領に
従ったものであるかどうかという基準の適合性，
次に，この評価基準等が一般的に合理性を有す
るかどうかという基準の一般的合理性，その次
に，評価基準による評価方法の基礎となる数値，
すなわち，土地であれば標準宅地の価格が賦課
期日における適正な時価であるかどうか，とい
ったことを審理することとなります。
しかし，一応，土地の評価について，こうい

った点が立証されたとしても，結果として，登
録価格が賦課期日における対象土地の客観的時
価を上回るときには，その評価基準等は，当該
土地の具体的な適正時価の評価方法としては機
能せずに，本来の法が委任した趣旨を全うして
いないということになりますので，登録価格が
賦課期日における客観的価格を上回るときには，
その限度で登録価格の決定は違法になるという，
先ほどの話につながってくるわけです。
ここまでは，評価基準というのが，一応法的

拘束力がありますので，それに従って計算して
いれば適法だと推認できて，さらに，一般的合
理性を有する評価基準が存する場合でも特別な
事情がある場合に限ってだけは，それが認めら
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れれば，時価というものを出して，登録価格を
上回っていますということを立証できれば，賦
課処分を違法にできるというところまではたど
り着いているというように言えるかと思います。

４―７．鑑定評価は，固定資産の評価
にあたりいかなる条件の下で用
いることができるか

ここまでで１つ問題がありますのは，レジュ
メ３１ページに，では「特別の事情」というのは
何だろうということです。
特別の事情が認められる場合については，自

分でこれがまさにこの土地の時価だといったこ
とを主張，立証して，固定資産評価基準等に基
づいた価格を違法にすることができるというこ
となのですが，特別の事情というのはどういう
ことをいうのだろうかというところが問題にな
ります。レジュメ３２ページの下に，特別の事情
とはどういうものをいうかということに言及し
ております。ここは，総じて言いますと，中に
はかって地裁レベルで認められた「特別の事
情」といったものもありますけれども，まず裁
判例では認められていないというのが現状なの
です。判例を見ていきますと特別の事情という
ハードルが非常に高いということが言えます。
その次に，特別の事情があるといったような

ときに，では，客観的な交換価値である時価を
超えていますといったことを，納税者はなにを
もって主張・立証するのかという問題がありま
す。
レジュメ３４ページに少しその議論を書いてお

きましたけれども，普通は，不動産鑑定士等に
お願いした不動産鑑定評価書等による反証，こ
の時価，登録価格を超えていますよということ
を，特別の事情の次に主張せざるを得ないとい
うように思うのです。特別の事情が認められな
いと，不動産鑑定書等を出せないというように
理解していただいて結構かと思っております。
この不動産鑑定評価書等を出すというのは，

相続税法等における時価評価をめぐる訴訟にお

いては一般的に広く行われることなのです。で
は，なぜ時価を主張するときに，相続税法等で
は不動産鑑定士等が作った評価書をすぐ提出で
きるのか，地方税法の固定資産はすぐに提出で
きないのか出せないかということで疑問をもた
れるかと思います。
これは，先ほど来の議論に戻りますけれども，

固定資産評価基準というものに法的拘束力を認
めましたので，認めた結果，その基準に従って
評価をやっているのだったら，評価基準が適正
にできているので，登録価格は，普通は時価で
あり適法である，客観的交換価値の範囲に収ま
るのだというように推認する。ただし，個別的
評価要素等によほどのことがあれば，すなわち
特別の事情があれば，不動産鑑定士等が作った
鑑定評価書等での反証を許しますよという建て
付けになっていると理解することができます。
評価方法につき相続税の場合は，相続税法に

若干書いている資産もありますけれども，ほと
んどが財産評価通達に依拠しているのです。通
達ですので，法的拘束力はありませんので，そ
こはすぐ鑑定書等が特別の事情等の存在に関係
なく出せるというような建て付けで区別してい
ただければ，このような税目の異なる税での時
価の立証について整合性が取れているのかなと
いうように思っております。
特別の事情についてレジュメ３５ページに，後

ほど申し上げます最高裁２５年７月１２日判決とい
うのが，非常に重要な判決として取り上げてい
るわけですけれども，そこで，多数意見の１人
の千葉勝美裁判官の補足意見というのがありま
す。そこでの考え方というのは，既に私がこれ
まで論文等で公表してきたことと同じようなこ
とを言っているという理解をしておりまして，
これまでの私の考え方が間違いではなかったと
考えております。
それで，「特別の事情」に関してなかなか認

められないというお話をしましたが，これはい
けるのではないかと思う事例を１つレジュメ３６
ページに掲げておりますけれども，これでも，
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結局下級審では否定され，裁判例としても駄目
なのです。
例えば，事業再生の時，冒頭の公認会計士協

会の報告書の問題意識も，ここにあったわけな
のですが，固定資産税は応益的な税なので，事
業再生中の会社の資産であっても受けるサービ
スは一緒なので，そのような企業であっても固
定資産税の評価額はほかの所有者と変わらず一
緒なのですよねという話になり，疑問点が提示
されていました。
事業再生等に係りますと，例えば法人税法３３

条の資産の評価損の損金不算入というところで，
資産の帳簿価額を会社更生法等の規定に従って
強制的に評価替えをして帳簿価額を減額した場
合にはその差額分について，そこで時価が算出
されて評価損に計上して損金に落とせるという
規定があります。レジュメ３７ペ－ジに条文を掲
げております。そこで，民事再生等に際しては
法人税法の規定を使って，客観的な時価が算出
されて，評価損まで損金に落とせるというよう
になっている「時価」が存在するのに，まだそ
れは，そういった事態というのは「特別の事情」
ではありませんということではねつけていると
いうのが実情なのです。
このような結果は，少し酷ではないかなとい

うように考えておりまして，適正な時価という
ところについて，特別の事情の有無の判定につ
いては個人的にはもう少し緩やかでもいいので
はないかなと思っています。市町村の方は反対
されるかと思うのですが，私自身は，このよう
なケースは恐らく認められていいのではないか
なというように考えております。

５．最高裁平成２５年７月１２日判決
の違法性判断基準

その次に，レジュメ３８ページのところの最高
裁判決の違法性判断基準のくだりですけれども，
この判決は，さらに，違法性判断基準について
新しいことを付け加えました。

先ほどの検討したところでは，最高裁判決で，
固定資産表が基準に合理性がない，あるいは特
別の事情がある場合については，不動産鑑定評
価書等で時価を主張して，その評価基準を使っ
たそのとおりに計算した価格は超えていますよ
という主張ができるということでした。
それに対して，この最高裁２５年７月１２日判決

の原審は，先ほどの特別の事情との関係で賦課
決定の違法性を主張するのですが，特別の事情
を考慮したとしても，登録価格はいわゆる客観
的な交換価値を超えていませんという判決だっ
たのですが，それを受けた最高裁判決は，レジ
ュメ３９ページの下の下線部分ですけれども，固
定資産評価基準の法的拘束力というものを先ほ
ど取り上げた最高裁判例で強調しておりました
が，それを受けまして，非常に納税者側に立っ
た解釈を展開いたしております。
固定資産の価格は，法的拘束力のある評価基

準によって決定されますが，これを受けて，「全
国一律に適用される評価基準として，昭和３８年
自治省告示第１５８号が定められ，その後数次の
改正が行われている。これらの地方税法の規定
及び趣旨等に鑑みれば，固定資産税の課税にお
いてこのような全国一律の統一的な評価基準に
従って公平な評価を受ける利益は，適正な時価
との多寡の問題とは別にそれ自体が地方税法上
保護されるべきものということができる。」と
判示しています。
言い換えると，納税者が評価基準に基づいて

評価額を適正に算定されるべきであるという，
その利益は保護される必要があるという，こと
です。その評価基準に基づいて固定資産の評価
にあたりその適用を間違えると，いわゆる客観
的な交換価値を超えるかどうかという問題に関
係なく，評価基準に基づいて適正に算定された
登録価格を上回るときにはその賦課決定は違法
になるということをいっています。この最高裁
判決がいう違法性判断基準は，市町村等にとっ
ては非常に厳しい基準ということになると思い
ます。
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レジュメ４０ページを見ますと，結局，登録価
格決定が違法になるのは，まず，［一］という
ところで，当該土地に適用される評価基準の定
める評価方法によって決定される価格を上回る
とき，ですから，適正に評価される価格と比較
してそれを上回っている，言い換えると，固定
資産評価基準を使った計算過程に何らかの間違
いがあるといったような場合について，適正に
計算した価格を上回れば，もう違法なのです。
このことは，客観的な交換価値，時価という

ことについては全く論外で，その点との関係は
審査しなくても直ちに違法になるということで
す。これは手続保障の視点というよりも事実の
認定やあてはめを誤った場合ということになり
ます。
もう１つが，［二］のところで，これを上回

るものではないが，その評価方法が適正な時価
を算定する方法として一般的な合理性を有する
ものではなく，又はその評価方法によっては適
正な時価を適切に算定することができない特別
の事情が存する場合であって，同期日における
当該土地の客観的な交換価値としての適正な時
価を上回るときであるということができます。
この［二］のところが，これまでずっと検討し
てきた判断基準で，最高裁判例等がこれまで判
示してきた，評価，いわゆる登録価格が違法に
なる場面だったのですが，［一］の場面をこの
最高裁判決がさらに付け加えたということにな
ります。
［二］のところで，先程，私は十分な説明を

せずに申し訳なかったのですが，不動産鑑定士
のような，いわゆる鑑定評価書等を出す場合の
前提として，特別の事情がある場合というのを
申し上げましたけれど，もう１つ，この判決前
に最高裁は，評価基準が一般的な合理性を有す
るものではないといったような場合もそうであ
るとしています。レジュメ３０ペ－ジ２に記述し
ております。
ですから，どういうことになるかというと，

この平成２５年７月１２日のこの究極の最高裁判決

までにいわれていたのは，法的拘束力がある評
価基準にそもそも合理性がない，適正な価格を
算出するにあたってその基準に合理性が存しな
い，例えばゴルフ場の評価等で非常によく問題
になったことがあると認識をしていますが，ゴ
ルフ場の評価についても評価基準に縷々書いて
あるのですが，その方法では確かにゴルフ場の
評価はできませんよねということが立証できれ
ば，一般的な合理性を有するものではないとい
えて，不動産鑑定評価等でいう時価で算定がで
きるというようになる，時価の主張ができると
いうようになるということです。
もう１つは，評価基準に一般的な合理性はあ

るのだけれど，私のこの事例は特別な事情を抱
えていますといった場合についても，同様に不
動産鑑定評価等で時価の主張ができるというこ
とです。
この２７年の最高栽判決は客観的な交換価値，

時価との議論はさておいて，評価基準に法的拘
束力があるので，それに従って評価を受けるべ
きであるという納税者の権利は保護されなけれ
ばならない，そうすると，その評価基準を守ら
ずに評価して，その結果，適正に評価基準を用
いて算定した価格を上回る，評価をやり直した
場合の価格を上回るとなっているような場合に
ついては，賦課処分が違法になるといったとい
うことなのです。
前者の［一］の場合は，地方公共団体にとっ

ては今後非常にプレッシャーになるのかなとい
う気がいたしております。
後者は，先ほど申し上げましたように，固定

資産評価基準に合理性がないということを言わ
ないといけないわけです。これは非常にハード
ルが高い。特別の事情よりはるかにハードルが
高いという可能性があるのです。現在，大阪で，
家屋についての再建築価格による評価方法につ
いて，一般的合理性がないということを争って
いる事件があります。非常にハードルが高いの
ですが，先ほど申しましたように，家屋という
のは再建築価額方式で計算したものであるとこ
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ろ，建築物価上昇期になかなか評価額下がらな
いといった状況にあります。
そうしますと，客観的な交換価値というのは，

古い家屋は売れなくて倒すだけでもお金が掛か
るのにという意識の一般の納税者が想定する時
価とはかなり乖離があるということになります。
そうなると，一般の納税者の方は，今の評価方
法が果たして合理的なのだろうかという懸念は
当然持ち始めるということで，また評価の過程
に誤りはないのかなど家屋については確かに合
理性等をめぐっては，このような訴訟は今後も
起きる可能性はあると考えられます。また当初
価格の誤りを評価年度後に争えるといった裁判
例などの動向を踏まえると家屋の評価は風雲急
を告げるといったところかもしれません。
一応，最高裁が今日まで行き着いたところは，

以上のところまでかなというように思っており
ます。

６．家屋の評価について

レジュメ４０ページ，資料２の家屋の評価は，
これまでも少し言及しましたので，時間の関係
でその程度にさせていただきます。なお，評価
方法の改正の動向については，東京都の大規模
家屋の評価方法の検討などが参考となります。
資料５を参照下さい。

７．過徴収金の返還はいつまでで
きるか

その次に，固定資産税の誤徴収などの救済問
題をみてまいります。レジュメ４２ページのとこ
ろが，過大徴収金の返還はいつまで可能かとい
うことを記述しております。
非常に議論が多いのは，固定資産税に係るシ

ステムを切り替えたときに，ペーパー的なもの
を全部，保存期間が過ぎているので廃棄しまし
たが，その後，システムのプログラムミス，事
実誤認等々に起因して過大納付ではないかとい

うふうになるケースがでてきた場合に，いつの
年度まで遡って固定資産税を還付するかという
ことです。先ほどの最高裁の議論からいきます
と，評価し直して，そのとおりやったら幾らに
なるかという価格と登録価格とで齟齬が生ずれ
ば還付金を受けられるという可能性が出てまい
りますので，今後，先ほどの最高裁判例からい
きますと，そのような請求や訴訟が起きやすい
のかなというところはあるのです。大企業は別
にしましても，一般の家屋の納税者義務者の方
についても，評価についての，ソフトを作ると
きの誤りや入力ミス等があって，かなり地方公
共団体については過大徴収が続いているという
ふうに理解をしております。
いつまでその返還を申し立てられるのかとい

えば，地方税法１８条の３で還付金の時効が原則
５年という節目がありますけれども，これを固
定資産の賦課処分が不服申立ての申立期間従過
による不可争力の関係で違法だという主張がも
うできない，あるいは還付金の時効を過ぎてい
る状況下で，地方公共団体の職員が誤って違法
に課税をしたということで，国家賠償法１条で
損害賠償請求をして税額を取り戻すという訴訟
を，最高裁判所は認めることとなりました。レ
ジュメ４４ページの上の方の最高裁２２年６月３日
判決でそれを認めましたので，国賠を使います
と過去２０年返還が可能だということになります。
では現実に２０年まで取り戻せるのかという議論
になって，地方税法でいう５年，場合によって
は不当利得で１０年という期間もひとつ頭に浮か
びますが，損害賠償請求を行った場合の「２０年」
というところで，どこまで戻すのかということ
でいけば最大２０年ということになります。返還
するに際しても，もう古いものは課税資料や納
付書など双方資料がありませんので，どこまで
戻すかというところが非常に悩ましい問題にな
ると認識をしております。
地方公共団体によっては，若干その返還にあ

たっての理屈や期間，返還の要綱やその手続は
違っているかと認識しております。レジュメ４４
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ページには四日市市の例を挙げております。最
大２０年戻す，法定利息を付けて戻しますけれど
も，建前は，国賠を前提に戻せるということな
ので，国賠請求が提起されても返還しないとい
けないという前提になるようなケースだと認識
しますと，ある程度故意・過失の認定などハー
ドルは高いのですが，実際そういうことを言っ
ていては，なかなか現場は収まらないというと
ころがあって，かなり柔軟に対応しているとい
う認識を私自身はしております。
各地方公共団体のばらばらの要綱なり条例等

でやっていますので，私自身は，ここはある程
度，地方税法レベルで統一するべき問題と考え
ております。自治体間でばらばらな取り扱いが
あるのは，やはり不合理だと考えております。

８．固定資産税における不服申立
て・訴訟

固定資産税のところの不服申立てとか訴訟の
話をレジュメ４５ページから書いております。

閲覧制度，縦覧制度という手続規定が，資料
６にも少し書きましたが，ある程度充実してき
たという面はあるように理解しておりますけれ
ども，ただ，実際に，非常にここが難しい，悩
ましいところだというように思うのです。どこ
までの情報を閲覧あるいは縦覧して開示するの
かということは厄介な問題です。
ここでお話しさせていただきたいのは固定資

産税の争訟方法についての問題です。これにつ
いては，かなり審理の特殊性といいますか，固
定資産評価審査委員会の位置づけ，審査方法，
特に調査をどこまでやるのかというところが議
論になるかというように思います。いわゆる争
点主義的に理解をするのか，総額主義的に理解
をするのかということですけれども，固定資産
税の争訟方法の改正をうけて，固定資産評価審
査委員会の審査対象が価格に絞られております
ので，かなり踏み込んだところまで審査できる
のではないかいうように思っておりますが，最
高裁の違法性の審査基準との関係でどのように
あるべきかについては，今後さらに検討すべき
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課題といえるでしょう。
私自身は，固定資産評価審査委員会において

審理は，原則として書面審理で行うこととされ
ているところ，公開・対審による口頭審理も必
要に応じて認めらされてはいますが，俗に言う
争点主義的運営という理解を取っており，争点
だけを審査するという形で，逆に総額主義で，
例えば固定資産評価審査委員会の方で全てを審
理した上で，その価格は適正かといったような，
総額主義的な発想で審査をするということまで
は求められていないと考えております。レジュ
メ５０ペ－ジをご覧下さい。
固定資産評価審査委員会についてはそういう

審理方法で足りるというように考えております
けれども，それに対して，審査裁決取消訴訟の
審理につきましては，総額主義的運営のもとで
以下の審査が尽くされるべきだというように考
えております。
［一］当該土地に適用される評価基準の定める
評価方法によって決定される価格を上回るとき，
［二］これを上回るものではないが，その評価
方法が適正な時価を算定する方法として一般的
な合理性を有するものではなく，又はその評価
方法によっては適正な時価を適切に算定するこ
とができない特別の事情が存する場合であって，
同期日における当該土地の客観的な交換価値と
しての適正な時価を上回るときであるというこ
と。
時間が押しておりますので，審査裁決取消訴

訟の審理方式等の具体的な論点についてはレジ
ュメ５１ペ－ジ以下を参照下さい。

９．おわりに

本日は，固定資産税における，いわゆる適正
な時価をどのように考えるか，どのように評価
するかというところを法的な視点からお話しま
した。いかなる評価方法，評価基準で，評価を
行い，登録価格をいかなる場合に違法というか，
その判断基準というのは非常に悩ましい問題で

すけれども，最高裁判決が行き着いたところは，
一定の評価を与えることができるものと解して
います。しかし，今後は評価方法の改正等が俎
上にあがってくるものと考えておりますが，現
在，家屋につきまして，特にいわゆる大規模家
屋については，東京都が検討会を作りまして，
評価方法の見直しといいますか，検討を始めて
おります。さらに，そこには，総務省の方もオ
ブザーバーで入っているというふうに聞いてお
りますので，いわゆる大規模家屋については，
問題点は東京都と共有されているかと思います。
家屋については，さらに減価償却資産について
も，私自身個人的な見解ですけれども，今後，
かなりの見直しは要るのではないかなと思いま
す。減価償却資産については，恐らく，国税と
のリンクというのがもう少しあっていいのかな
という気もしておりますし，減価償却資産その
ものが，家屋とか土地といったものと同じよう
に，そもそも固定資産として果たして十分議論
できるのかというところも問題意識として持っ
ております。
今後，少なくとも家屋の一部に動きはあるよ

うに思いますけれども，こういった評価方法は
非常に複雑で，一見納税者には非常に見えにく
いところがあります。課税庁の評価行政といっ
た視点のみでなく広範囲な視点からの検討が望
まれます。
さらに，本日言及できませんでしたが，自治

体間での評価方法の違いが若干目立っているか
なという気がいたします。固定資産評価基準と
いうものがありますけれども，その解釈という
か運用が自治体間で異なる，またその下で評価
にあたり各自治体間の特殊性に基づき取扱通達
や要綱を規定して評価にあたっているところで
はありますが，かなり自治体間でその精緻さに
開きがあるというのが実情で，そのあたりをど
う考えるかという問題があります。自治体間で
のアンバランスについては，これは地方税なの
で，地方公共団体で，固定資産評価基準で一定
レベルが担保されていれば，あとは自治体課税
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権のもとで地方の実情に応じて，それは差があ
って当然であるという話になるのかですが，そ
こは不満のある住民たる納税者の訴訟に委ねる
のではなく，固定資産評価基準についてある程
度統一的な解釈基準がやはり要るのではないか
と考えています。もう少し議論が必要ではない
かと思っております。
また，論点は少しズレますが，固定資産税の

居住用家屋に係る軽減措置と空き家対策の問題
です。特定空家の撤去勧告と固定資産税の軽減
措置の排除とをリンクさせるのですが，固定資
産税としての評価対象になる家屋と，空家対策
としての特定空家とでは固定資産としての家屋
というところではかなりズレがあるという感じ
を持っておりまして，もう少し緻密な議論がこ
こは要るのではないかと思っております。今後
の自治体の対応を見守っていきたいと考えてい
ます。
なお，固定資産税の争訟方法に係る論点につ

きましては，本日最後に簡単にしか触れること
ができませんでしたけれども，固定資産評価審
査委員会の審査方法というのは，やはり総額で
判断をする，もう１回すべて見直しをするとい

うよりも，審査請求人の主張を明確にした上で，
争点主義的運営で，訴訟の場面では総額主義の
もとで審理を進めるべきであると考えます。国
税の不服審判所と訴訟との関係に非常に近いよ
うな理解で，国税の争訟制度そのものは大きく
違いますけれども，そういう建て付けで理解す
べきと考えています。
最後にアトランダムで申しわけありませんが，

固定資産税について，冒頭でも申しましたけれ
ども，赤字でも使えるような，固定資産税につ
いて中小企業等経営強化法による設備投資の減
免措置というのが平成２８年立法で入りましたけ
れども，固定資産税に，いわゆる政策による減
免という税制はどこまで本当に用いることがで
きるのか法解釈的にも理論的にもう１回検討す
る必要があるのではないかと思っております。
本日は，駆け足のお話になりましたが，固定

資産の評価方法に絡めて，評価額がいかなる場
合に違法になるかということを中心にその周辺
問題も含めてお話しさせていただいたというこ
とでご理解いただきたいと思います。
どうもご清聴ありがとうございました。
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討論会 １０月５日�・午後

財務省大臣官房審議官 井上 裕之
総務省大臣官房審議官 開出 英之
岡山大学法学部准教授 小塚 真啓

神戸大学大学院経済学研究科教授 玉岡 雅之

司会 関西学院大学経済学部教授 林 宜嗣

●参加者（五十音順）

税制改革を巡る現状と課題

討論中に言及されている資料は，巻末「資料編１頁～８３頁」に掲載されています。
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はじめに

（林） 司会を務めさせていただきます林です。
今日は台風を心配したのですけれども，現在の
ところ，まだ大阪には警報は発令されていない
と思います。それでは，２時間という限られた
時間ですけれども，討論会を始めさせていただ
きたいと思います。
ご案内のように，安倍政権が発足して以来，

日本経済は雇用，所得，支出等の面で改善が見
られます。しかしながら，一方で，例えばイギ
リスのEU離脱とか，アジア経済の不透明化と
いったさまざまな不安要素も存在します。こう
した世界情勢の中で日本経済が持続的な成長を
実現するためには，先ほど宇野名誉顧問もおっ
しゃったように，日本が抱えるさまざまな構造
問題，具体的には日本産業の競争力の低下，超
高齢化社会の到来による社会保障費の膨張，少
子化に伴う労働力の減少，巨額の累積債務を抱
える財政構造といったさまざまな問題の原因を
取り除いて，思い切った成長戦略を早期に，か
つ確実に実施していくことが必要だと考えてお
ります。こうした中，経済社会の重要なソフト
インフラであります税制につきましては，所得
税の最高税率の引上げ，相続税改革，法人税率
の引下げといったような改革が進められてきた
ところですし，これから所得税のさらなる改革
に着手していかなければいけないという状況に
あります。
税制の課題には，負担水準の問題，税体系の

問題，そして個別の税目の構造をどう設計する
かという３つの局面があります。第１の局面は，
わが国の財政は受益と負担のバランスが大きく
崩れており，将来世代に負担が先送りされてい
るといった実態をどう改善するかというもので
す。もちろん財政支出の改革も進めなければな
りませんが，一方で，税負担率をどうするかと
いうマクロの税負担議論は避けて通れません。
それから，公平・中立・簡素という租税原則の

全てを１つの税で満たすわけにはいきません。
従って，複数の税でこの原則をバランスよく満
たしていくということになりますと，所得，消
費，資産といった課税対象の適正な割合はどう
あるべきなのかというタックスミックスのあり
方の議論が必要です。これが第２の局面です。
第３の局面は，所得税，消費税，法人税といっ
た個別の税目の制度設計です。これら３つの局
面をうまく整理しながら改革を進めていくこと
が必要です。
もちろんこれらは相互に関係していますから，

完全に切り離して議論するわけにはまいりませ
んけれども，改革の目標を明確にするためには，
可能な限り切り分けて議論していかなければな
らないと思います。税制改革は進められてきて
おりますし，租研がこれまで提案してきたこと
もかなり取り入れられてきております。しかし
ながら，税制改革はまだ道半ばであります。
今日は，財務省の井上審議官，総務省の開出

審議官，岡山大学の小塚准教授，そして，神戸
大学の玉岡教授をお迎えして，「税制改革を巡
る現状と課題」について討論をさせていただき
たいと思います。前半は国の財政及び国税を巡
る課題，そして，後半で地方税を巡る課題とい
うように，全体を２つのパートに分けて進めま
す。ご期待いただければと思います。
それでは，始めさせていただきます。まず税

財政の現状と課題，特に国税に関して財務省の
井上審議官からお話を頂きたいと思います。よ
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ろしくお願いいたします。
―――――――――――――――――――――

Ⅰ．財政・税制の現状と課題

（井上） 井上でございます。よろしくお願い
いたします。早速ですけれども，お手元に「税・
財政の現状と課題」と書きました資料がござい
ます。こちらに沿ってご説明をさせていただこ
うと思います。若干大部な資料を用意してまい
りましたが，これを全部丁寧に申し上げますと
時間が全然足りませんので，こういった資料が
あるということをご紹介しながら，最近の国の
税制の動きや課題について，ないしはその背景
にある現状の経済認識，社会認識についてお話
をしたいと思います。もしご興味がおありでし
たらまた後ほど個別の資料をご参照いただけれ
ばと思います。

１．未来への投資を実現する経済対策

昨日，臨時国会で経済対策を盛り込んだ補正
予算が成立したところです。目下の政府の経済
認識ということで，資料①ですけれども，６月
１日の伊勢志摩サミットが終わった直後の総理
の記者会見です。この会見で，真ん中辺りの２
つ目の丸のところにございますけれども，消費
税率の引上げについて延期をするという決断を
総理がされたわけです。
さはさりながら，最後の５行のところをご覧

いただきますと，「しかし，私は財政再建の旗
を降ろしません。社会保障を次世代に引き渡し
ていく責任を果たす」とございます。また，前
後しましたが，わが国への国際的な信認，マー
ケットの信認，経済に対する信認を確保しなけ
ればならないということで，ちょうどオリンピ
ックの年になりますが，２０２０年度の財政健全化
目標をしっかりと堅持します。そのために，こ
れを実現するためのぎりぎりのタイミングであ
る２０１９年１０月に３０カ月延期しますとしています。
その際に，今年の前半にいろいろ話題になりま

したけれども，軽減税率も２０１９年１０月のタイミ
ングで導入しますというのが今年の６月１日の
総理の記者会見，ご判断だったわけです。
翌日に閣議決定が行われまして，資料②の一

番上のところに線が引いてありますが，消費税
率の引上げを延期するけれども，２０２０年度の基
礎的財政収支黒字化という財政健全化目標を堅
持するということがあらためて閣議決定された
わけです。
それまでにどういった道筋をたどるのかとい

うのが資料⑥中長期試算です。財政健全化のプ
ライマリーバランスというのは国債に関わるお
金以外の政策的経費については税金で賄えるよ
うにしましょうということです。国債の返すお
金や利払いはその次の目標として，まずは政策
的経費を何とか税収で賄えるようにということ
です。簡単に申し上げると，そういうことです
けれども，それを２０２０年度に実現したいという
ことです。
２０２０年度に向けた試算ですけれども，なかな
か厳しい状況です。ラインが２つございます。
下のラインというのは現状ぐらいしか経済成長，
経済の状況が伸びていかない場合です。上の線
の方は経済再生ケースと呼んでいますけれども，
アベノミクスの効果が着実に今以上に実現する
という場合です。左側のグラフですが，この
ケースを前提にして考えますと，名目経済成長
率が足元はなかなか伸びていないわけですけれ
ども，これが２０２０年代に入りますと，４％弱，
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３．７％とか，３．８％毎年名目の経済成長が伸びる
ということです。言い換えますと，それに応じ
て比例的に税収も伸びるという前提が試算で置
かれています。
これだけ伸びて，なおかつ２０１９年１０月に消費

税率の１０％への引上げを予定どおり行ったとし
て，右側の基礎的財政収支の２０２０年度の目盛り
のところをご覧いただきますと，黒字化目標と
いう点がありますが，ここがプライマリーバラ
ンスゼロ，黒字になるということですけれども，
国・地方を通じて▲５．５兆円がまだ赤字になっ
ています。その分をさらなる歳出削減で何とか
賄いましょうというのが２０２０年度に向けた絵姿
です。かなり頑張って前提としている名目経済
成長率を実現するとともに，消費税率について
も経済を良くして着実に２０２０年度より前に引き
上げるということです。それから，さらに歳出
削減をしっかりやっていくということによって
何とか２０２０年度の黒字化目標を実現しようとい
うのが今の政府の姿勢です。
その上で，資料③，資料④はまさに足元の国

会で議論しています経済対策，補正予算の中身
ですけれども，ここは割愛をいたしまして，資
料⑤です。公共事業や，１億総活躍社会に向け
た社会保障の充実などいろいろな施策がござい
ます。同時に，そういったお金を使う話だけで
はなく，資料⑤の最後にⅤと書かれていますけ
れども，成長と分配の好循環を強化するための
構造改革もしっかりやっていきましょうという
ことです。足元の短期的な対策だけではなくて，
働き方改革や，社会保障・税制等の様々な構造
改革もしっかりやっていきましょうということ
を柱の１つに据えて，あらためてこの６月の総
理の新しい判断の下で，経済対策を租税につい
てもやっていくというのが今の状況です。これ
が大きい経済認識の話でありまして，次に個別
の税目ごとにポイントになるお話をさせていた
だこうかと思います。

２．消費税

消費税につきましては，資料⑬―１以下にな
ります。消費税率の引上げ時期の変更というこ
とで，この臨時国会に法案を出しております。
この表の一番上のところですが，現行法ですと，
来年の４月１日に消費税率が１０％に上がること
になっていますけれども，それを平成３１年の１０
月に延期するということになっております。
それに連動してもろもろの税制上の措置があ

るわけです。かいつまんで申し上げますと，軽
減税率関係という表の２つ目です。総理のご判
断どおりですけれども，軽減税率も今年の通常
国会でご議論いただき，法律は成立しましたが，
そのまま２年半後に延期して実施するというこ
とです。それから，売上，仕入について細かく
計算の特例を設けておりましたけれども，それ
についても導入を２年半後に延期をすることと
しています。
１点だけ，来年の４月１日に軽減税率を広く

食料品に導入するということで，中小企業のみ
ならず，大企業でもいろいろな準備が間に合わ
ないではないかということがありましたので，
この世界では異例だったのですけれども，大規
模事業者にも相当簡便な計算の特例を設けた制
度を今年の通常国会では議論いただいていたわ
けです。そこに限っては，今回の延期で準備期
間ができました。一方で，消費税の問題は益税
などの議論もございますので，大企業に関して
の特例というものは措置しないということにし
ています。
もともと消費税率を１０％に引き上げるための

低所得者対策が何か必要だろうということで議
論されていたわけですが，昨年末の決定の結果，
酒類及び外食を除く飲食料品全体が軽減税率の
対象になることになりました。これにより，軽
減税率を導入せずに消費税率が１０％になる場合
に比べて１兆円，財源に穴が開くという状況に
なっています。平たく言うと，もともと低所得
者対策でこのぐらい要るだろうなと見込んでい
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たものが４，０００億円ぐらいございましたので，
差し引き６，０００億円のお金が足らないという状
況になっています。これについてもともとこの
秋の予算編成・税制改正で，この表にございま
すように，しっかりと恒久財源を確保するとい
うことになっていたのですが，それを３０年度末
まで延期しました。３０年度末までということは
３１年度の予算編成・税制改正までに不足する財
源６，０００億円をきっちりと確保して，３１年の１０
月１日に消費税率１０％，併せて軽減税率を導入
するというような制度改正にしております。
それから，消費税率引上げの際の経済の反動

減対策として，住宅ローン減税といったものの
拡充をしていました。これも１０％への引上げの
時期が延びましたので，拡充期間を延長すると
いうことです。それから，住宅取得資金の贈与
ということです。これは住宅の請負契約なので，
厳密に言うと，消費税率引上げの半年前に置い
ていますけれども，反動減が発生するタイミン
グで，逆に贈与税の非課税枠をどんと拡大する
という反動減対策を設けていましたけれども，
こういったものも２年半延期する対応をすると
いうことです。こういったものを盛り込んだ措
置をこの臨時国会に税法としてお出ししており
まして，１０月，１１月と国会でご審議を頂いて，
成立を目指すというのが今の状況です。
資料⑭は今申し上げたことと同じものを１枚

の表にした資料です。
資料⑮は軽減税率制度の概要ですけれども，

これにつきましては省略いたします。後ほども
し先生方からご議論があれば，またそのときに
ご紹介させていただこうかと思います。
資料⑯ですけれども，対象品目ということで，

ベン図のような集合図が描いてあります。基本
的には酒類及び外食を除いた飲食料品の譲渡全
体を軽減税率の対象にするということです。そ
れから，定期購読契約が締結された週２回以上
発行される新聞で，駅売りでないものの譲渡に
ついても軽減税率の対象にするということにな
っております。

複数税率になることから，資料⑰ですけれど
も，適格請求書等保存方式，いわゆるインボイ
ス制度と言われるものを導入しますということ
です。ただし，それは所要の準備期間をおいて
ということです。延期後になりますと，３１年の
１０月に消費税率１０％への引上げ，軽減税率導入
になりますが，その４年後，平成３５年１０月から
インボイス制度を導入します。
加えて，その場合，免税事業者の方の取扱い

が問題になるわけです。免税事業者からの仕入
れについても，３年間は８割の控除，さらにそ
の後３年間は５割の控除を認めるということで
す。平成３５年ですから，今から６年後に導入し
て，そこからさらに３年ずつの期間を置いて，
十数年の期間をかけてインボイス制度の完成に
向けて持っていきたいというのが今の時間軸で
す。
資料⑱は付加価値税についての国際比較です。

それぞれ複数税率を導入している国もあるわけ
です。標準税率と軽減税率が各々どのぐらいか
ということを示した基礎的な資料です。消費税
の話はこれぐらいにしまして，その他の税制の
課題について簡単にご説明をしたいと思います。

３．税制の構造改革

資料⑲は，安倍政権になってからの最近の税
制改正についてです。上の方がデフレ脱却・経
済再生ということです。簡単に申し上げますと，
最初の２～３年間は法人に関して政策税制をい
ろいろやっています。賃上げをやったら減税す
る，設備投資をやったら減税するといったよう
な個別税制を拡充してきました。同時に，お金
を動かすという観点で，NISAや，住宅資金，
結婚資金等々の贈与税の非課税措置，外国人旅
行者向けの消費税免税制度というのを抜本的に
拡充しました。そういったことをいろいろやっ
てきたということです。その後，ここ２年間に
関しましては，むしろ個別の政策税制よりは法
人税の税率そのものを下げようということをや
ってまいりました。後ほどまたお話をいたしま
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す。
下の方が抜本税制改革です。もともと一体改

革の法案でできましたものの中で消費税率の引
上げの話，それから，所得税，相続税の最高税
率の引上げ，基礎控除の見直し等々をやってき
たわけです。さらに加えて，足元で議論してお
りますけれども，個人所得課税についてのもろ
もろの見直し，それから，BEPSプロジェクト
ということで国際課税の見直しといったものを
これから検討して，順次実現していくという段
取りです。
ほぼ同じことを書いたものが資料⑳の図です。

消費税，法人課税，個人所得課税，資産課税と
分けて記載しています。この中で，個人所得課
税，それから，欄外になっていますけれども，
国際課税についてしっかりと制度改革をしてい
くというのが，目下の税制当局，国税当局の課
題です。
次の資料㉑以下ですけれども，個人所得課税

改革の話をさせていただこうと思います。政府
は「経済財政運営と改革の基本方針」といった
ものを毎年６月末に閣議決定しています。これ
は「骨太の方針」と言われるもので，その１年
間の政府全体の経済財政運営についての考え方
を書いているものです。個人所得課税改革につ
いては，去年からこの話はずっと進めています
ので，平成２７年６月の閣議決定になっています。
資料㉑をご覧いただきますと，税制の構造改

革として基本的考え方の太字のところを読みま
すと，持続的な経済成長を維持・促進する。経
済成長を阻害しない安定的な税収基盤を構築す
る観点から，税体系全般にわたるオーバーホー
ルを進めます。その中で，将来の成長の担い手
である若い世代に光を当てることにより，経済
成長の社会基盤を再構築したいということです。
特に，夫婦共働きで子育てをする世帯にとって
も，働き方に中立的で，安心して子育てできる
といった世界。それから，格差が固定化せず，
若者が意欲を持って働くことができ，持続的成
長を担える社会の実現を目指すということ。こ

うした基本的な考え方の下，さまざまな改革を
複数年度で，実行していきたいということです。
それをもう少し具体的に書いたものが次の資

料㉒です。ⅱ，ⅲ，ⅳと書いてあります表題を
見ますと，ⅱが低所得若年層・子育て世代の活
力，格差の固定化防止，ⅲとして働き方・稼ぎ
方への中立性・公平性の確保，ⅳとして世代
間・世代内の公平の確保，このようなもろもろ
の課題に対して，個人所得課税，資産課税等が
ございますけれども，さまざまなアプローチで
色々とできることをやっていきたいという問題
意識です。
資料㉓，資料㉔とありますけれども，資料㉔

が今年の「骨太の方針」です。今申し上げた個
人所得課税全体の課題を，今年はそのまま踏襲
して検討していくことになっています。特に足
元に関していいますと，働き方改革ということ
で，資料㉔の一番下の３行ですけれども，女性
が働きやすい税制・社会保障制度・配偶者手当
等，単発では無理なわけですので，それぞれし
っかりやっていく必要があるわけです。働きた
い人が働きやすい環境整備の実現に向けた具体
的検討を進めるということで，税制についても
やっていこうということになっております。
資料㉖以下ですけれども，先ほど申し上げた

ような社会の課題に対して，税制としてできる
ことをやっていこうということですが，その場
合，われわれが認識しています現在の経済社会
の構造変化についての資料㉖です。これは政府
税制調査会で昨年いろいろご議論いただきまし
たけれども，こうした状況認識に立って制度改
正をしようと思っているという資料です。
時間がございませんので，結論だけのご紹介

になります。資料㉖の左側をご覧いただきます
と，１９７０年ごろにかけて生産年齢人口が急増し
てきたわけですけれども，１９９５年を境にトレン
ドが逆転しています。それから，高齢者人口も
１９７０年代以降に急増して，１９９０年代半ばに年少
の人口を逆転しているということです。総人口
も２００８年に減少に転じ，いわゆる「人口減少社
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会」になりました。全体の人口が減っており，
働き手がどんどん減っている。他方で高齢者が
増えているという構造だということです。
これをお金の流れから見たのが右側です。約

２０年前と今とを比較しますと，賃金や俸給の額
というのが２５兆円減っています。一方で，高齢
化に伴う保険料負担が１５兆円増えています。そ
れから，高齢者が増えていますので，年金等の
給付が増えています。この３つの足し算，引き
算をしますと，その下ですが，若者からお年寄
りまでの全体の可処分所得が１４兆円ほど減って
います。今，申し上げたように，もっぱら年金
によって支えられているご高齢者のウエイトが
高まっているわけです。一方で，２つ下の家計
消費というのは少し伸びていますが，そう大き
くは変わりませんので，その分可処分所得の減
をその間にあります貯蓄の取り崩しによって補
っているというのが現状のお金の流れだという
ことです。
資料㉗は，人口構造の変化です。結論だけ順

番に申し上げますが，右上をご覧いただくと，
未婚化の進展ということで，どんどんどんどん
未婚率が上がっています。下の段に行って，左
から行きますと，晩婚化も進んでいる。これに
伴い晩産化も進んでいるというのが社会の状況
変化です。
その上で，資料㉘は家族の変化ということで

すけれども，家族の類型が昔の夫婦と子ども２
人のような世帯構成から変わってきているとい
うことです。一人世帯が最も多い類型になって
います。それから，上の右側ですけれども，共
働き世帯が年々増加して，昔は専業主婦世帯が
多かったわけですけれども，１９９７年以降，逆転
しています。それから，下の方に行って，夫フ
ルタイム，妻パートタイムといった世帯数が今
は一番多いという状況になっています。昔の専
業主婦で子ども２人みたいな家族観が大きく変
わってきているということです。
資料㉙ですけれども，働き方の変化です。こ

れもよく言われることですけれども，上の左か

ら順に言うと，非正規雇用の方の数がどんどん
増えてきています。それから，右側に行って，
若年男性にターゲットを当ててみますと，人口
減があって，雇用者数全体が減っているわけで
すけれども，若い男性の非正規雇用者はむしろ
増えてきているということです。加えて，下の
段の左です。非正規雇用といっても，いろいろ
な理由があるわけですけれども，不本意ながら
非正規だという人が全非正規雇用者の４割を占
めているということです。また，非正規の方の
賃金体系がどうかというと，下の欄の真ん中で
す。通常の正規雇用の人は年功序列になってい
るわけですけれども，非正規の方というのは基
本的にずっと賃金は横ばいだということです。
お年を召しても賃金は上がらないという構図に
なっています。
その結果，資料㉚ですけれども，家計・再分

配という観点で見ると，上側の一番左が若年世
帯の所得階層別の分布を示したものです。矢印
が引いてありますので，一見しておわかりいた
だけると思いますけれども，２０年前に比べて，
若年世帯の所得が全体的に下にずれて，低所得
化が進んでいるということです。これは今まで
申し上げた働き方や社会構造の変化を反映して
いるわけです。一方で，高齢者の方は昔と変わ
っていないということで，若者の所得の減少と
いうのが非常に際立ってきているということで
す。
資料㉛は個人所得課税など社会保険料の負担

の推移を時系列で追ったものです。結論を申し
上げますと，ご承知のとおり，昔の所得税の累
進は非常に高かったわけですけれども，累次，
累進税率の引下げをしてきたわけです。累進税
率の引下げですから，当然のことながら，高所
得者ほど，たくさん減税になるということだっ
たわけです。さはさりながら，若年の方はもち
ろん税率としての効き方はわずかなわけですけ
れども，若干の負担減となっています。税だけ
を見ると，高額所得者の方の負担軽減が大きい
けれども，全体として負担の減少になっていま
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したというのが左側の図です。一方で，それに
社会保険料負担を足したのが右側のもので，こ
の中心の実線が社会保障負担を足したところの，
所得の低い人と高い人の負担率を示しています。
これは矢印を補助的に引いていますので，結

論だけ申し上げますと，社会保険料負担はご承
知のようにどんどん増えております。こうした
中，高所得者の方はそれでもなお累進税率を累
次にわたって引き下げてきた負担軽減効果が大
きい。他方で，所得の低い人は，所得税は少し
は下がったわけですけれども，年々増える社会
保障負担で，むしろこの１０年，２０年で見た場合
には，昔より負担が増えているという状況にな
っています。こういった所得税だけではなくて，
社会保険料負担も含めて，それから，先ほど言
ったいろいろな社会構造の変化も踏まえて今後
の改革を考えていく必要があります。こういっ
た所得の低い若年層の人たち，なかなか子ども
ができない，子どもを育てられないという人た
ちを，もちろん税だけではできることは限られ
ているわけですけれども，税制としても支援を
していきたいというのが今の個人所得課税につ
いての基本的な問題意識，状況認識です。
それを受けて，昨年の１１月に今申し上げまし

たいろいろなファクト・論点について，政府税
調で整理しています。資料32の右側ですけれど
も，四半世紀の経済社会の構造変化を踏まえて，
税制のあり方を今後検討していくに当たりどん
な論点があるかということで，個人所得課税に
ついて大きく３つございます。まずは結婚して
子どもを産み育てようとする若年層・低所得層
に配慮する観点から，所得の再分配機能をもう
少し回復できないだろうかという点。それから，
社会全体で家族の形成の支援ができないだろう
かといった観点から，さまざまな所得税の体系，
控除のあり方，税率構造のあり方など，そうい
ったものの見直しをしていこうということがあ
ります。
２つ目の四角ですけれども，働き方の違いに

よって不利に扱われることのない中立性の確保

と書いています。これはご承知のとおり，個人
所得課税における所得とは事業所得や，給与所
得，不動産所得，農業所得等々，それぞれ分か
れています。それぞれの所得ごとに経費の計算
方法や控除が違っているということです。典型
的にいいますと，サラリーマンの人は給与所得
控除があり，実額がなくても一定の控除が受け
られます。ところが，今はいろいろな雇用形態
があり，実質的にはサラリーマンと変わらない
のだけど，請負契約によって雇用されているよ
うな人は給与所得者ではないという整理がなさ
れています。実額の経費がないと控除ができな
いということです。そうすると，同じような仕
事をしているのに，サラリーマン形態の雇用の
人は給与所得控除がある一方で，同じように働
いているが事業所得の人は控除がない。例えば，
そういったようなことをもうちょっと平等にし
ていかなければいけないのではないかといった
問題意識です。
それから，３点目は，老後の生活に備えるた

めの自助努力に対する支援ということです。年
金に対する課税，貯蓄に対する課税はいろいろ
あるわけですけれども，働き方が流動化してい
く中で，そういったものに中立的に老後の支援
ができるような税制ができないかといったもろ
もろの問題認識です。いろいろな議論をしなけ
ればならず，多岐にわたりますので，具体的な
制度設計という意味ではかなり長期間，複数年
度かかってできることからやっていくというこ
とになると思います。こういったことに何とか
今年から着手していきたいというのが今の状況
です。
政府税制調査会は，安倍政権になって３年た

ちまして，全員の方にご再任いただいき，今年
９月にもう一度再スタートしました。資料33は
その際に総理が出席して挨拶をした中身です。
真ん中の辺りですけれども，個人所得課税につ
いて，わが国の経済社会の人口構造，家族，働
き方といった変化を踏まえた改革をしていかな
ければいけないということです。特に女性が就
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業調整をすることを意識せずに働くことができ
るようにするなどということで，こういった問
題意識で検討してほしいというのが総理のご挨
拶でした。
まさに政府税調で議論がスタートしていると

いうことです。非常に多様な論点もあり，かつ
時間も限られている中でどこまで行けるか分か
りませんけれども，これから時間をかけて政府
税調として今年の成果を出していただくという
のが今の状況です。
以下はよく新聞にも出てきます。いわゆる配

偶者控除等の基礎的な仕組みが資料34です。ご
承知のとおり，給与所得控除６５万円プラス基礎
控除３８万円の１０３万円を超えますと，配偶者特
別控除で段階的に控除が縮小されていくという
のが今の姿です。
よく「１０３万円の壁」と言われますが，今申

し上げたように１０３万円を超えるとがくんと３８
万円の控除がゼロになるわけではありません。
階段状に減っていくことになっていますから，
壁はないわけです。少しカーブがなだらかにな
りますけれども，壁はないということです。さ
はさりながら，この１０３万円ないしは社会保険
の１３０万円といったところに，いろいろな企業
の手当等が措置がされていることによって，い
ろいろな意味で壁と認識されているのが現状だ
と思っております。
配偶者控除に関しましては，税制としての観

点のみならず，家族観などいろいろな論点のあ
る話です。資料36以下は２年前の平成２６年１１月
と書いてありますけれども，政府税制調査会で
この配偶者控除にフォーカスをしてとりまとめ
た「第一次レポート」です。制度創設以来，社
会状態がどう変わったか，それから，配偶者控
除についてどんな問題点があるのかということ
をサーベイした上で，配偶者控除の見直しとし
て，どのような改革ができるだろうかという複
数の案を政府税調が出しています。
これはまだ結論は出ていません。いずれにし

ろ，いろいろな形で世の中で議論していただこ

うということです。議論が多々ある話であると
いうことを認識した上で，２年前に幾つかの選
択肢を出して，今でもいろいろなご議論をマス
コミでもしていただいているわけですけれども，
これからこれらについてできるところまで結論
を出していきたいというのが現在の状況です。
個別の選択肢の説明は省略をいたします。
資料37以下が所得税における税負担の調整で

す。説明は省略しますが，基礎的な所得税のツー
ルについて書いたものです。
資料38です。諸外国が日本の所得控除方式に

代わる制度としてどんな制度を持っているのか
ということの例示です。ドイツ，フランスはゼ
ロ税率，カナダは税額控除方式を取っていると
いうような基礎資料です。
所得税の話ばかり申し上げましたが，資料41

は，相続税の見直しをやった内容について１枚
に書いた基礎資料です。税制抜本改革の際の消
費税の見直しと一貫して消費税率を上げる一方
で，所得税，相続税に関しても若干再分配機能
を回復しようというような問題意識もあったわ
けです。

４．成長志向の法人税改革

時間が押しているので，かいつまんで申し上
げますが，資料42以下が法人税改革です。法人
税改革は，もちろんこれで終わりというわけで
はありませんけれども，税率の引下げについて
一定の成果をここまでの税制改革で見たという
のが現状のわれわれの認識です。
資料42が昨年末の与党の税制改正大綱の抜粋

です。こういった経済状況ですので，企業だけ
ネット減税というわけにまいりませんので，課
税ベースを拡大しながら税率を引下げるという
ことをやってきたわけです。言い換えますと，
黒字の企業だけが高い税率で，高い税を払うの
ではなく，２行目ですけれども，法人課税をよ
り広く負担を分かち合う構造へと改革し，「稼
ぐ力」のある企業の税負担を軽減するという問
題意識です。今年の３月に通った税法によりま
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して，国・地方を通じた法人実効税率が平成２８
年度に２９．９７％，さらに平成３０年度の分まで既
に法律上の措置がなされております。３０年度に
は２９．７４％になります。
企業部門に対してだけ「財源なき減税」を重

ねるということは，現下の厳しい財政事情やよ
く言われる内部留保，企業の手元資金，利益剰
余金，さらには現預金，いろいろな見方があり
ますけれども，その状況に鑑みて，なかなか理
解が得られないということで，税率引下げに当
たっては課税ベースの拡大によって財源をしっ
かり確保したということです。こうしたことを
やってきたので，次の２行ですけれども，経済
界の方々におかれては，こういった税率引下げ
を有効に活かして，賃上げなり，投資なりにぜ
ひとも活かしていただきたいという与党の思い
が書かれたものです。
安倍政権ができたときはまだ復興法人税がご

ざいました。復興法人税を込み込みで，安倍政
権になったときの国・地方合計の実効税率はジ
ャスト３７％でした。この政権になってから，今
年の３月の制度改正で２９．７４％，「２０％台」まで，
頑張ってという言い方が適切かどうかあれです
けれども，実効税率の引下げをやってきたとい
うのが現状です。
課税ベースを拡大しながらという言い方をし

ましたけれども，具体的に何を見直して財源を
作って，税率を下げたのかというのが資料44で
す。幾つか柱がありますが，１つは租税特別措
置，いわゆる租特の見直しです。税制のでこぼ
こをなくして，その分の財源で税率を下げると
いうことです。典型的には，安倍政権になって
からできた生産性向上設備投資促進税制で，こ
れは有形固定資産を取得したら減税しましょう
というようなものですが，これを期限どおり縮
減をして，その財源をもって税率引下げに回す
ということです。言い方を変えれば，設備投資
有形固定資産だけではなくて，研究開発しかり，
M&Aしかり，人的な教育しかり，多様なご判
断に企業が生かせるようにということで，こう

いった個別の租特ではなく，税率の引下げの財
源にしたということです。
また，法人事業税の外形標準課税を広げるこ

ともしています。そのかわり，所得部分に係る
税率をその分引下げるといった格好にしている
わけです。
あとは一番下の欠損金の繰越控除です。これ

は過去に不良債権やリーマンショックのときに
どんどん拡大してきたわけですけれども，この
繰越控除に入れられる限度額について順次引下
げをしていくということにより，財源を生み出
しているというものです。
いずれにせよ，こういった一連の見直しに関

して中小企業のさまざまな租税特別措置等があ
るわけですが，そこは変更していないというこ
とです。いずれも中小企業向けのものではない
ものによって財源を作って，実効税率の引下げ
をしてきているということです。中小企業向け
の租特は今年に期限切れが来るものがあります
ので，これは別途この年末にかけて議論があり
ますけれども，法人税率引下げの財源になって
きたわけではないということです。
こうした法人税改革の結果出来上がった実効

税率の国際比較ですけれども，大体ドイツ並み
です。ドイツが２９．７２％ですから，下を見てい
くと切りがないわけですが，日本の法人税率は
このぐらいまで下がってきましたというのが資
料45です。
資料46はこれまでやってきた話なので，先ほ

どと重複しますので，割愛をいたします。

５．国際課税

資料49以下の国際課税ですけれども，いわゆ
るBEPSプロジェクトというものです。ポイ
ントだけ申し上げようと思います。
資料49は先ほど来何度か出てきている「骨太

の方針」です。こういった政府の方針の中でも
BEPSプロジェクトをしっかりやっていきまし
ょうということになっています。
BEPSプロジェクトとは何かということをあ
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らためて説明をさせていただくと，資料50の一
番上に書いてありますが，BEPSは，Base Ero-
sion and Profit Shifting の略です。Base Erosion
は税源が浸食される，本来取れるべき税が取れ
なくなるということで，Profit Shifting は利益
移転，本来ここであるべき利益が他のところに
行ってしまうということです。こういったこと
に対応することをBEPSプロジェクトと言っ
ています。
企業が調達・生産・販売・管理等の拠点をグ

ローバルに展開し，電子商取引も急増するなど，
グローバルなビジネスモデルの変化が進む中で，
各国の税制とか，国際課税ルールがこれに追い
付いていないということで，国際課税のルール
と多国籍企業の活動実態との間にずれが発生し
てきています。これを，公正な競争条件の確保
という考え方の下に，多国籍企業がこういった
ずれを利用することで課税所得を人為的に操作
し，課税逃れを行うことがないよう，国際課税
ルール全体を各国が歩をそろえて見直しましょ
うということです。
背景としては，リーマンショック後に，日本

に限らず，どの国も財政状況が悪くなって，間
接税の増税をやってきたわけです。このような
状況で真面目な国内だけで活動している中小企
業からは適正に納税をしていただいているわけ
ですけれども，一方で，多国籍企業の課税逃れ
といったものが相当各国でも話題になったとい
うことです。こういったことにきちんと対応し
ましょうということで，OECD，さらには
OECDに加盟していない中国，インド，ブラ
ジル，ロシア等を含めたG２０でも議論し，共通
のルールを作っていきましょうということにな
り，昨年秋のG２０に最終報告書が報告されてお
ります。今後は，これから数カ年かけて各国が
歩をそろえて，同じようにこの最終報告書の内
容に基づいた制度改正をしていきましょうとい
うことになっています。
基本的な考え方としては，その下にA，B，

Cとある部分をご覧下さい。特にAですけれ

ども，グローバル企業は払うべきところで税金
を払うべき，言い換えると，経済活動や価値創
造が行われたところで税金を払うべきという観
点から，国際課税の原則をしっかり再構築して
いきましょうということです。さらにはB，C
とありますが，グローバル企業の透明性向上と
いったこともやっていこうということです。同
時に企業にとって予測可能性が高まるように，
例えば，きちんと紛争解決のルールも作ってい
こうというのがBEPSプロジェクトです。
ここでは細かい説明は省略しますが，既に日

本としては，例えば電子商取引に対する消費税
の課税についてのルールとか，今までの税制改
正で対処が終わっているものもありますけれど
も，これから制度改正しなければいけないもの
もあるということです。今年の年末にかけて議
題になる大きい話は資料51の�２の行動３とあり
ますけれども，税負担の水準が低い外国子会社
の所得を親会社の所得に合算する外国子会社合
算税制という制度がありますけれども，これを
総合的に見直していこうといったものです。こ
れは年末にかけてきちんと産業界のご意見もい
ただきながら議論して，中身を詰めていって，
制度改正を目指したいというのが来年度の税制
改正の大きい課題の１つです。
多国籍企業の税逃れの方法はいろいろあるわ

けですけれども資料52に１つ例として挙げてお
ります。資本提供するだけで収益の分配を受け
ている会社，お金は持っているのだけれども，
実質的な経済活動を行っていないような会社を
「Cashbox」と呼んでいます。こういった会社
を税金が安い国，税金がかからない国に置いて，
その関連企業からいろいろな格好で資金が入っ
てくるようになっています。例えば，この「Cash
box」と言われる企業がさまざまな特許等の権
利を持っている格好にして，使用料等がどんど
んこの軽課税国に入ってくるようにしたり，ま
た，各親会社，関連会社に融資をしたりして，
多額の利子が入ってくるようにすることで，軽
課税国に超過利潤をためるといったことが行わ
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れます。さまざまな観点から，各国で統一的に
制度改正をして，言ってみれば正直者が馬鹿を
見ることのないようにするために，対応してい
きましょうということです。個別の細かい説明
は省略しますが，資料52でご説明したいのはそ
ういったことです。
もう１つ，資料53ですけれども，以上申し上

げたBEPSプロジェクトに加えて，非居住者
の金融口座情報について各国間で同じルールの
下で，自動的に，かつ，定期的に情報交換をし
ましょうといったような枠組みも出来上がって
おり，これを実施するための税制改正を平成２７
年度税制改正で終えています。２０１８年から２０１７
年分の非居住者の口座情報を相互に交換すると
いうところからこの制度がスタートしていくと
いうことになっています。

６．税収の状況

最後に足元の税収の状況です。資料⑦ですけ
れども，これは一般会計税収の推移で，足元ま
での実績が２７年度まで，２８年度の５７．６兆円とい
うのは予算額です。その後ろに伸びているのが
先ほど資料⑥で申し上げました中長期試算各
ケースの税収です。今，予算で５７．６兆円の税収
を２０２０年に６９兆円にするという前提で，プライ
マリーバランスの財政健全化目標が出来上がっ
ているということです。
翻って，足元の決算の状況が最後の資料⑧で

す。今年の予算額が，一番右側ですけれど
も，５７．６兆です。実績として２７年度の決算まで
出てきたわけですが，所得税，それから，消費
税は順調に伸びております。他方で，法人税に
関してはここ数年間ずっとアベノミクスの中で
企業の繰越欠損も解消されて，かなり高い伸び
をしてきたわけですけれども，実は足元の法人
税収は昨年の決算額よりも今年の決算額の方が
下回る状況になっています。１１兆円だったもの
が，２７年度決算額は１０．８兆円です。最終的に１１．７
兆円入るという見積もりでしたので，法人税は
見積もりよりも０．９兆円少ないという実績にな

っています。
これが実は今進行している予算では１２．２兆円

入るということになっており，さらにこれが２９
年度予算以降伸びていくという前提で今の政策
運営は行われています。足元の法人税もかなり
苦しい状況なわけですけれども，何とか新しい
総理の判断を踏まえて，しっかりともう一度経
済対策をやり直していこう。所得税等々の改革
もやっていこうというのが現在の国税の基本的
な状況です。駆け足で，以上です。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。社会経済情
勢の変化とともに税制改正が行われてきている
というお話しを頂きました。
それでは，続きまして，玉岡教授からご意見

を頂ければと思います。よろしくお願いいたし
ます。
―――――――――――――――――――――

Ⅱ．財政・税制への意見

（玉岡） ご説明ありがとうございました。私
の方からは，まず最初に経済とか，財政とか，
或いは政策そのものについてどう私は考えてい
るか。或いはどう考えたらいいかということに
ついて主張というか，私見みたいなものを述べ
たいと思います。その後で個別の質問をしたい
と思っております。
まず現在は人口減少社会ということで，日本

全体が非常にペシミスティックな状況に置かれ
ていると思いますけれども，私自身は人口減少
社会そのものが必ずしも悲観的なものであると
は捉えておりません。古くはジョン・スチュ
アート・ミルの定常状態であるとか，或いは広
井良典さんが言うような定常型社会であるとか，
つい最近では吉川洋先生が『人口と日本経済』
という御本で述べられましたけれども，人口減
少社会であったとしても，例えば１人当たりの
GDP，食い分が今後変わらないようにできて
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いるのであれば，それ自体はそう悲観的に捉え
ることはないということです。もちろん分配の
状態がどうであるとか，問題があるかもしれま
せんけれども，１人当たりの食い分がなるべく
減らないように政策も含めて経済構造を考えて
いくという視点が大事ではないかなと思ってお
ります。
政策に関していいますと，これは授業でよく

言うのですけれども，まず最初に政策の目的は
何かということを明記します。そして，その政
策を達成するためにどのような手段が複数ある
かというのを列挙します。その後で最初に挙げ
た政策目的の達成のために一番効果的な手段は
何かということを選ぶのが非常に大事だと思っ
ています。それが政策決定をする際に基本中の
基本だと思っているのですけれども，税制につ
いてももちろんそうです。ただ，近年憂慮して
おりますのは，そういうふうな過程を経ずに，
結論が先に決まっていて，その結論に合わせる
ように政策自体を擦り合わせるという非常に窮
屈な状態になっています。
例えば消費税に関して言うと，軽減税率が導

入されようとしています。私自身が一番びっく
りしたのは，基本税率が１０％というときに，軽
減税率が８％だったのです。それに対して何の
疑問も呈されなかったということです。私自身
は消費税，付加価値税を３０年ほど研究しており
ますけれども，普通軽減税率というと，標準税
率の半分程度です。ですから，１０％でやると，

軽減税率は５％だということです。ただ，そう
すると税収の減少が見込まれますので，標準税
率自体をもっと上げないといけないということ
になります。標準税率を上げると，それに伴っ
て税収全体のみならず，国民の各階層で負担が
どうなるかということをきちんと政府の側から
国民に対して示して，その上で判断してもらう
ということです。他の国ではそうなっています
けれども，どうも日本ではそうなっていないと
いうことです。
次の例で言うと，社会保障と税の一体改革と

いうことが言われて久しいですけれども，今月
からご案内のとおりで，社会保険の制度が変わ
りまして，いわゆる「１０６万円の壁」というの
ができました。数年たつと，従業員が５０１人未
満の企業についても１０６万円にするということ
なのです。ある調査によると，現行でいうと１０３
万円までに所得が収まるように就業時間を合わ
せているパートタイムの主婦の方というのは８
割ぐらいいるそうなのです。実際に就業時間を
抑えるというのはそういう壁があるからか，或
いは働きやすい環境がないからであるとか，そ
の辺について事細かに検証はされていないので
す。社会保障と税の一体改革と言っているわけ
ですから，両方併せて実際にどうなっているか
ということについて詳しく調査をした方がいい
と思っています。
個別の問題になりますけれども，BEPSの問

題です。BEPSというのがなぜいけないかとい
うことについて理論的にというか，理屈で説明
しようと思うと非常に難しいのですが，仮にい
けないことだとなったとして，どうするかとい
うことです。先ほど詳細にご説明がありました
ように，今後いろいろ各国と協力の下に情報交
換をはじめとしていろいろ対策を練るようです。
ちょっと人と変わったことを言いたい性格が

ありますので，ちょっと変わったことを言いま
すと，納税するというのは一種のCSRのよう
なもので，社会でいろいろ活動して，そこから
上がった果実，収益というものを税という形で
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社会にきちんと還元するという視点もあると思
います。ですから，BEPSに関してもそういう
視点が必要です。今やろうとしていることは，
北風と太陽ということで言うと，割と北風的な
話が多いのですけれども，日の光を当てて服を
脱がせるような対策も必要ではないかと思って
おります。
具体的に言うと，私自身は最近租税教育とい

うことをずっと熱心にやっておりまして，どう
やったらいいかということを考えているのです。
租税教育の対象というのはほぼというか，国民
個人が対象なのです。ちょっと突飛ですけれど
も，企業や法人に対しても対象を広げてはどう
かと思います。私が言い始めたのではなくて，
二十数年前に佐藤進先生もそういうことをおっ
しゃり始めたのです。企業，法人に対して租税
教育を行っていくということです。タックスモ
ラール（tax morale）と言って，税を納めたい
という意欲を表す概念ですが，そういうことを
企業についても上げていって，企業の納税協力，
コンプライアンスというものを上げる必要があ
るのではないかと思っております。

〔適格請求書等保存方式〕
質問は３点ばかりあります。１点目です。非

常に細かいのですけれども，消費税の複数税率
時に適格請求書等保存方式というのが入ります。
かなり詳細について詰めておられるようなので
すけれども，ちょっとわからない点があります
ので，質問申し上げます。適格請求書は通常イ
ンボイスと呼びますが，インボイスの発行につ
いて，今のところ，どうも読んでいると，紙ベー
スで発行，保存義務のみを課すと読み取れます。
各国でやっているのは発行，或いは保存したイ
ンボイスのクロスチェックというのを，頻度は
いろいろありますけれども，行っております。
このクロスチェックというものをもし全く行わ
ないとすると，逆にインボイスセラーとか言う
のですけれども，インボイスを発行する事業者
が出てきたりして，脱税の温床になってしまっ

たりしますので，クロスチェックというのはど
うしても必要だと思うのです。クロスチェック
というものを，差し障りのない範囲でいいので
すけれども，どういうふうに行う予定であるか
ということです。
それに関連して，中小零細企業を取引から排

除しないように，現行の消費税税制ではできて
いるのですけれども，複数税率下でも数年間は
猶予措置があるのですが，将来的には免税事業
者はインボイスを発行しない限り，取引から排
除されるような形になってしまいます。それを
どう考えるかなのです。例えばEUとかで行っ
ているようなサマリーインボイスであるとか，
セルフビリングインボイスというのがあるので
すけれども，そういうものを使って，納税自体
についての負担を和らげながら，しかも取引か
ら排除されないようにやるというふうな仕組み
は考えることができるので，そういうことは考
えていないのか。現時点では考えておられない
かもしれませんけれども，そういうふうなこと
を考える必要があるのではないかと思っており
ます。
インボイスに関しては電子インボイスの発行

をどうするのかということです。電子インボイ
スというものをうまく使うと，次の質問に関連
するのですけれども，納税者の納税に係る費用
というのをかなりうまく下げることができるし，
徴税側のコストも下げることができるのですが，
紙のインボイスの発行等を含めて，電子インボ
イスの発行というのをどう考えていくのか。以
上が１点目です。

〔納税協力費用〕
２点目は，もしインボイスを導入して，発行・

保存等をするとなると，徴税側の費用であると
か，納税協力費用，納税側のかけるコストとい
うのが飛躍的に増大することが考えられます。
ニュージーランドやオーストラリアをはじめと
して，納税協力費用というものを計測して，こ
れをいかにして下げるか。特に中小の事業者に
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ついて下げるかというのは国策にもなっている
ということです。
日本に関しては，特に納税者側がかけている

費用，納税協力費用というものについては，オ
フィシャルな数字が多分存在しないと思うので
す。ただ，今後もそういうのが増えていくとい
うことが懸念されますので，そういうものをな
るべく減らすように税制自体，インボイスの仕
組み自体を考えていただきたい。その前提とし
て納税協力費用の把握をしていただきたい。こ
れについてどうお考えですかというのが２点目
の質問です。

〔社会保険料の負担率〕
３点目はもしわかればということでお答え願

いたいのです。実効税率の引下げということで
ずっと努力されておられますけれども，企業が
負担するのは法人税関連の税の負担ともう１つ
は社会保険料などの負担があります。税の負担
と社会保険料の負担で，先ほどちょっとご紹介
がありましたように，社会保険料の負担という
のは個人の方もそうで，法人の方も増えている
ということです。この２つの比率がどうなって
いるかというものが，最終的に企業の投資活動
であるとか，立地選択に関して影響を及ぼすと
思われます。
教えていただきたいのは，法人税とか，社会

保険料の負担率というものが企業等の投資活動
や立地選択にどのような影響を及ぼしているか
というのを，もしできれば試算結果があればい
いのですけれども，なければ，それを検討した
かどうかということについてお教え願いたいと
思います。ある研究によれば，法人税とかの影
響というのはもちろんあるのだけれども，営業
環境であるとか，いろいろなその他の要素によ
って立地というのは決まるということがわかっ
ています。せっかく実効税率は下げたけれども，
思ったとおりに動いてくれないというのは非常
に困りますので，その辺についてもし何かわか
っていることがあれば教えていただきたいと思

います。以上です。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございます。それでは，小
塚さんからご意見を頂きたいと思います。
―――――――――――――――――――――

（小塚） 玉岡先生の方から全体的なことにつ
いて広くコメントを頂き，さらに質問していた
だきましたので，私の方からは少し個別的な税
制改革等の課題等に関わるところで５つほどコ
メントないし質問をさせていただきたいと思い
ます。５つと申し上げましたけれども，そのう
ちの３つは最近話題ということで数多く報道等
もされておりますが，配偶者控除の改革につい
て，いろいろお考えであるとか，そのあたりを
お聞かせいただきたいということです。

〔女性の就業調整〕
まず１番目といたしまして，お配りいただい

ている資料33のところでも安倍首相による１つ
の改革の目玉として配偶者控除等の改革が挙げ
られているところです。この配偶者控除の改革
は，先ほどのご講演の方にもございましたが，
一昨年の段階から議論が始まり，そして，去年
の１１月に公表された論点整理でも大きなトピッ
クとされております。特に昨年１１月の時には将
来の成長の担い手であるところの若い世代に光
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を当てるということが非常に強く謳われたもの
と考えております。しかし，この挨拶のところ
を拝見しますと，むしろ少し違う文脈が強調さ
れているようにも見えます。
具体的に申しますと，特に女性が就業調整を

することを意識せずに働くことができるという
部分が強調され，その方向で問題意識が凝縮さ
れているようにも思われるわけです。この路線
で改革を進めていくとなりますと，それは昨年
１１月まで強調されてきた若い世代に光を当てる
ということとどう関係してくるのだろうか。先
ほど玉岡先生からもそういった具体的な就業調
整をどうしているのかの実証はどこまであるの
か疑わしい等のご指摘もあったと思いますが，
若者に光を当てるためにはどのようなことを目
指すのかということが非常に重要かと思われま
す。さらにこれら２つの目的は本当に整合的で
あるのか。或いは一方が他方を具体化したもの
であるのか。こういった点の整理が必要ではな
いのだろうかということを少し思うわけです。
このような２つの目的がさしあたっては提示さ
れているわけですけれども，主税局といたしま
しては，これらが整合的だとお考えなのか，も
し仮に矛盾するとすれば，それについてどちら
が優先されるべきとお考えなのかということを
もし可能であればお聞かせいただきたいと思っ
ております。

〔配偶者控除〕
２つ目も先ほどの１つ目のところと関わると

ころです。私もこのあたりの実証的なところに
ついてはそこまで詳しくないのですが，ちょっ
と調べてみますと，配偶者控除等を原因として
の就業調整というのは実はそこまで強くないの
ではないかという研究結果も複数出てまいりま
す。そのような政策効果に疑義が呈されている
中でその解消が政策目的として大きく打ち出さ
れてくると，果たしてそれで良いのかどうかと
いうところがあると思うわけです。
もっとも，ここから先は私の研究者としての

個人的な意見ということではあるのですけれど
も，仮に配偶者控除というものが現に就業調整
等をそこまで招いていないとしても，やはりこ
れを改革する必要性はあるのではないかとも考
えます。どういうことかと申しますと，一方に
おいて，税制においてどのような制度が設けら
れているかということは，どういった行動に具
体的にどのような影響があるのかという点で大
変重要ではあるわけです。しかし，人々の行動
を何かしら変えるということはいかにも政策的
な話です。さらには，このように所得税のよう
な国民全員に適用がある大きな制度については，
短期的には特に人々の行動に影響があるわけで
はなくとも，国民の価値観，ライフスタイルと
か，そういったものに合致しているといったよ
うなことも重要ではないかと思われます。
そのように考えていきますと，この配偶者控

除は随分昔に創設されたものが抜本的な変更を
加えられることなく基本的にはそのまま維持さ
れ，しかもその当時の世代の人たちのライフス
タイル，結婚観といったようなものを強く反映
して作り上げられたものであることは，いかん
とも否定し難いわけです。そのような点を重視
する必要性があるのではないのか。そして，こ
のような配偶者控除の改革等については，現在
既に結婚していて，現に専業主婦，或いはパー
トで働かれている方々がどのように影響を受け
るかということももちろん重要ではあると思い
ますが，その一方で，私どもは大学で教育して
いるということもありまして，実際に卒業して
いく学生の顔を見ながらいろいろとものを考え
るのですけども，この改革はその彼ら，彼女ら
に対してどのようなことを示そうとするものな
のだろうか。こういうことが気になってくるわ
けです。さらに，もう既に学校を卒業して働き
始め，現に労働市場に属しているけども，今後
家庭を作っていく若者たち，つまり，今後結婚
して，家庭を持っていく若者たちに対してどの
ようなビジョンを示すものなのか。こういった
点も重要だと思うわけですが，そのあたりにつ
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いてどのようにお考えなのかということをコメ
ント等でご回答いただければと思います。

〔夫婦控除の妥当性〕
３つ目なのですけれども，配偶者控除をどの

ように改革するのか，という点については様々
な議論が行われているようですけども，報道を
見る限りでは，具体的な案として夫婦控除とい
うような形で，特に法律婚の形で家族を作って
いるという場合について一律の控除を与えよう
という方法が有力であるのかなと受け止めてお
ります。もちろん所得制限を入れるべきかどう
かという話などもあると思いますので，控除額
をどのような数値にするかとかそういった詳細
のあたりはまだまだ流動的なのかなとは思いま
すし，それ以外にもさらに形式を所得控除でな
く税額控除にするのか，所得控除にするのかと
いったそういった細かい技術的なところが色々
と今後詰められるのだと思います。ただその一
方で，夫婦控除のような形になるということが
ある程度の既定路線なのかなと種々の報道を見
ている限りでは感じるわけではあるのだけれど
も，夫婦というものをある種特別な形で位置付
けることの是非をもっと突っ込んで検討するこ
となく所与と考えてよいのかどうか，そういう
ことも疑問に思うわけです。
先ほど，所得税はわれわれの社会の中での人

の生き方，ライフスタイルをある程度以上尊重
しなければいけないのではないかと申しました
が，そうしたライフスタイルの一つのあり方と
して，男女のカップル以外にも，例えば同性婚
といったそれとは違うような結婚・婚姻の形で
あるとか，生き方というものが出てきています。
日本においてはそうしたものが広く社会におい
て承認され，制度化していくのかどうかはまだ
まだよくわからないところが多いわけですが，
そうはいっても，世界ではむしろ例えばアメリ
カでは同性婚が正面から認められるようになっ
てきたところで，日本では男女の婚姻にある意
味では正面から補助金をだすようなものを１つ

どんと制度として設けるとなると，日本と世界
との距離感が広がってしまったりしないのか，
そういうことも懸念としてあり得るのかなと思
うわけです。そのようなことについてどのよう
にお考えなのか。今後それは課題であると認識
されているのだろうか。もし課題であるのだと
すると，どういうふうにそこは距離を縮めてい
くべき，いけるだろうとお考えなのかという点
について，もしご回答を頂けるのであれば頂き
たいと思います。以上，３つは配偶者控除につ
いてでした。

〔相続税の改革〕
４つ目ですけれども，こちらは少し毛色が違

う話になるわけですが，資料41のところで相続
税の改革についてもご紹介いただいたところか
なと思います。ここのところは，要するに，近
年においてはある程度，相続税の負担を重くす
るという流れの中で負担が重くなれば，それを
なるべく回避したいという行動が出てくるのは
必然であるということかと思います。特に最近
報道等で接しているところによると，ある種形
式的な制度としての相続税の課税対象となる財
産の評価を何とかごまかすというと少し聞こえ
は悪いかもしれませんが，そこをうまく使って
逃れるといったようなことが最近頻発してきて
いるのかなと思います。
もちろんこれは税をどう執行していくのかと

いうところも大きいのかなと思うわけですが，
その一方で，可能性としては制度自体に欠陥が
あるのだというようなこともあり得ると思いま
す。これについては非常に大きな制度の改革に
なると思いますので，性急に，来年度について，
というような話ではないとは思うわけですが，
そういったことについても今後何か詰めていこ
うとお考えになっているのかどうかという点だ
けお聞かせいただければと思います。

〔法人税改革〕
最後の５つ目ですけれども，法人税の方につ
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いて簡単にお聞かせいただきたいと思います。
先ほど玉岡先生の方からも法人税の改革が実効
税率の引下げという形で進んできているが，そ
れが政策的に効果があるのかどうか明らかにな
っていないというご指摘がありました。これが
検証されるべきポイントだということは私も全
く同意見です。しかし，他方，法人税の改革に
おいて，税率だけが真に問題となることだろう
かということも考えるべきだと思います。成長
志向ということを考えたときに，負担が重いか
軽いかというようなことももちろんありますが，
しかし，その一方で，ルールとして国際標準に
合っているかどうかといったようなこともやは
り重要ではないのだろうかと考えるわけです。
そこで，そのような問題意識からのものと明

言されているわけでもなく，単に新しい租税特
別措置を要望しているということであるのかも
しれませんが，最近公開されました経済産業省
の税制改改正要望の中にいわゆるスピンオフと
呼ばれる，会社が既存の事業を外部に切り離す
に取引に関する制度を提案するものがございま
す（経済産業省産業政策局産業組織課「組織再
編成税制等に係る所要の見直し」）。スピンオフ
は直接株主に対して既存の事業をそのまま株式
の交付というか分配を通じて渡してしまうもの
ですが，これについて，アメリカ等ではご承知
のとおり非課税措置が完備されていて，それが
積極的に使われているという状況があります。
そういうようなことを日本でも，というような
話が出てきているのかなと思うところであるわ
けです。
そのような意味で，制度として，ルールとし

て使いやすいかどうかという点で考えていきま
すと，近年では，これは制度の執行の面でとな
りますけれどもいわゆるヤフー事件であるとか，
IBM事件であるとか，そういった事件が頻発
しているように思われます。そのような事件に
おいて，組織再編等について，それが租税回避
であるとして否認されるのか，否認されないの
かというようなことが曖昧になってきていて，

それが納税者を委縮させているのではないか，
こういったことがいろいろと問題提起されてい
るところかなと思います。
もちろんこれは判例，裁判所の考え方であり

ますので，立法でどこまでコントロールできる
のかという問題はもちろんあると思いますが，
現在の運用の在り方というものを見直して，も
しこれが不合理に使いにくいものになっている
のだとしたら，それを見直すといったことも税
制改革，法人税の改革としてあり得るのかな，
考えても良いのではないかとも思ったりするわ
けですが，そのようなことについて何かプラン
等があるのかなというようなことをお聞かせい
ただきたいということです。
ちょっと長くなりましたが，５つほどありま

したので，よろしくお願いいたします。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。なかなか難
しい問題でありますので，お答えいただける範
囲で結構です。よろしくお願いいたします。
―――――――――――――――――――――

（井上） ありがとうございました。大変耳の
痛い話も含めて，いろいろご示唆に富むアドバ
イスを頂きましたので，しっかりとそれを踏ま
えて，これからも努力していきたいと思います。

〔適格請求書等保存方式について〕
ご指摘を受けた点をお答えしますと，まずイ

ンボイス制度の適格請求書等保存方式について
ご質問いただいています。電子インボイスにつ
いてお答えしますと，これは今年改正した法律
の中で，法律用語はちょっと別ですが，電子イ
ンボイスも含むと明記しています。完全に電子
インボイスが可であるという前提で今年の制度
改正をしています。具体的な細目はこれからで
すけれども，当然そういったものを意識して法
律に書き込んでいますというのが１点です。
それから，クロスチェックです。今でもそう
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で，それを強化していくわけですけれども，仕
入先が発行した適格請求書それ自体をきちんと
仕入をした人，仕入税額控除を受ける人が保存
をしているということです。それによって税務
署からしかるべきチェックを受けるということ
にしています。本来ですと，請求をする人はも
らう消費税が多いとたくさん税務署に払わなけ
ればいけなくなるので，なるべく小さくしたい
という考えがはたらきます。一方で，仕入れた
人は仕入れ税額控除をたくさん受けたいから，
なるべく払った消費税を大きく見せたいという
ことになります。したがって，そこはきちんと
それぞれに依存させて，クロスチェックすると
いうことだと思います。それを税務署がしっか
りとチェックするということを，インボイス制
度になってからも請求書の要件をきちんと強化
した上でしっかりやっていきたいと思っていま
す。そういった意味でしっかりクロスチェック
をやっていきたいと思っています。
それから，サマリーインボイス，セルフビリ

ングインボイスについてご指摘を受けました。
サマリーインボイスはいわゆる簡易なインボイ
スということだと思います。これについては，
例えば小売業などでたくさん請求書を出すとい
うケースがあります。そのほかにも，タクシー
の運転手などいろいろあるのですが，そういっ
た場合について，適格請求書だけれども，記載
事項を相当緩和するといったような特例を作る
ということで詳細を検討しています。
それから，セルフビリングは自分で作るイン

ボイスということですけれども，これについて
も買い手側が自分で作った仕入明細書で仕入税
額控除ができます。もちろん恣意的になっては
いけませんので，実際の仕入元に対する確認等
は必要になると思いますけれども，セルフビリ
ングインボイスもできるといった格好で整備し
ていきたいと思います。
免税事業者の問題もご指摘を受けました。免

税事業者は５００万者いると言われています。制
度全体としては先ほど申し上げたように相当の

猶予期間をおいているつもりです。それから，
事業者の方の準備状況等をしっかり検証しなが
らインボイス制度の導入をしていきましょうと
いうことを法律上政府の義務としても書いてい
ますので，世の中の実情を無視して勝手にどん
どん進めていくということはしないつもりです。
さはさりながら，これを機会に，電子インボイ
スの話もそうですけれども，ちゃんと全体とし
ての取引の近代化みたいなこともできればいい
わけです。インボイス自体もそれができれば，
いろいろな意味でプラスもありますので，これ
はこれでしっかりやっていきたいということで
す。
そういう意味で，免税事業者の方が５００万者

いると言われているのですが，われわれも実は
本当の詳細がよくわかっていないところもござ
います。これは仕入れ税額控除できる，できな
いの話なので，５００万者の免税事業者といって
も，まちで駄菓子を売っているようなB to C
の小売の人は関係ないわけですね。B to C では
ない，B to B の免税事業者の方が関係します。
７０万者ぐらいは農家だと言われていて，農家は
別途農協を通じた取次ぎをしている場合の特例
みたいなものを作ろうと思っていますので，こ
れは多分影響がないだろうと思います。そうす
ると，残った２００万なりの者がどういう実態に
あって，どんな商売をされていてというのを，
時間もかなりありますので，きめ細かく見なが
ら，同時に法律上も先ほど言ったようにしっか
りと検証しながらということにしていますので，
ちゃんと準備をしていきたいと思っています。

〔納税協力費用について〕
納税協力費用はおっしゃるとおりで，ものす

ごい大事な話です。まさにご指摘のとおりであ
りまして，これをきちんと定量的に把握すると
いうことはできておりません。例えばいろいろ
なシステムでいろいろな商売をしている方のう
ち，どこまでが納税のためのシステム費用で，
どこまでが商売のためのシステム費用かは必ず
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しもよくわからないところもあるものですから，
定量的な把握はなかなかできていません。
ただ，先生から助け船を出していただいたよ

うに，先ほど言った電子インボイスとか，そう
いうことにまさにしっかり取り組んでいきたい
ということです。そういうものをちゃんと普及
していくこと自体が納税費用の軽減になるだろ
うという認識はわれわれも持っていますので，
そうした取組も含めて，しっかりできることを
行っていきたいと思っています。

〔社会保険料の負担率について〕
それから，３点目の企業の社会保険料を含め

た負担率の話です。これもおっしゃるとおりで
ありまして，一国全体では国民負担率と言って，
（税負担＋社会保険負担）÷国民所得で国際比
較をやっているのですが，企業についても両方
の負担を踏まえて考えるというのはまさにおっ
しゃるとおりだと思っています。
企業版の国民負担率みたいなものなのですが，

今その数字があるわけではないです。他方，例
えば，OECDの統計を見てみますと，日本を
含めた法人所得課税の税収の統計があります。
それから，社会保険料の事業主負担分の統計も
あります。各国によっていろいろ違いがあるの
で，そのまま足すのがいいかどうかというのは
精査が要るのですけれども，そういう数字の対
GDP比みたいな数字というのは，OECDの統
計資料を通じて国際把握できるようになってい
ます。
そうすると，大まかに言って，法人の実効税

率も先ほど見ていただいた棒グラフでそうなの
ですが，日本の社会保険料を含めた企業の負担
はというと，フランスよりは低いけど，ドイツ
よりはちょっと高いぐらいの感じのあたりかな
という傾向がわかります。いずれにせよ，われ
われとしても頂いたような問題意識を含めてよ
く勉強していきたいと思っております。

〔女性の就業調整について〕
小塚先生から５問質問を頂いております。ご

質問ありがとうございます。足元のいろいろな
状況の中で，どうしていこうかとまさに悩んで
いることそのもののようなお話も多々ございま
した。総理のお話にもありましたけれども，就
業調整うんぬんという話と若者支援みたいな話
とどういう関係なのだというのはおっしゃると
おりでありまして，先ほど私が多々申し上げま
したように，さまざまな若者を取り巻く環境変
化なり，家族の変化なりというものの全体につ
いていろいろな形で個人所得課税として答えて
いきたいということです。それは個別の配偶者
控除なら配偶者控除の見直しもあるし，或いは
所得控除か，税額控除もあります。それから，
例えば，働き方によって異なる今の事業所得の
分け方やそれぞれの経費の仕組みがこのままで
いいのかということや，すごくいろいろなこと
があり，スコープとしてはいろいろなことをや
りたいと思っているところです。

〔配偶者控除について〕
一個一個は小さい措置なのですが，さらに税

率構造も組み合わせて，所得再配分をすること
によって相対的に負担の大きい若年層の低所得
の人たちにプラスになるような改正をさまざま
な観点からしたいということが全体像です。そ
の中のパーツの１つとして，今の配偶者控除と
いうのが今のままでいいのかという論点がある
ということです。今年になって，政権として働
き方改革ということを特に総理は前面に出され
て，働き方改革担当大臣というものも新しく任
命され，とにかくこれが喫緊の課題だという状
況です。そういった意味で，配偶者控除等の女
性の働き方支援にかかる話がとりわけ前面に出
ているということです。こうした問題意識の中
で今の政権の課題も対応するという観点で，そ
こが少し強調されて出てきているというのが足
元の状況です。
そういった関係でもありますから，矛盾する
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というものではないと思います。配偶者控除を
ちょこっと引き上げるというのはある意味では
現状よりは少し進歩になる。ただ，そのことと
こういったものを全部取っ払ってしまって，お
よそ夫婦であれば全部控除が受けられるという
のも１つの在り方でしょうし，夫婦だから支援
するというのは変ではないかということであれ
ば，そうではなくて，個別の説明を省略しまし
たけれども，政府税調であったように，全部子
育て支援に変えてしまうというのも１つのやり
方です。選択肢は様々あるわけでございます。
ただ，一方で，配偶者控除なるものが形式上

なくなるということになったとすると，それは
それで，恐らくいろいろなことがあるわけです。
そうすると，夫婦控除というのはある意味では
配偶者控除の発展形，配偶者控除がなくなるわ
けではないというメッセージにもなるかもしれ
ないということです。ただ，それはおっしゃる
ように，なぜ夫婦なのだみたいなこともあって，
いろいろあるのですけれども，そういったよう
な様々な論点，意見があると思います。そのよ
うな認識に立って，順次制度改正をしていきた
いと思っています。
まさに若者の生き方，今後の若者に対してど

ういうことをするかという点です。繰り返しに
なりますが，今の若者の置かれている環境とい
うのは，資料の中で申し上げたように，不本意
な非正規雇用の人が増えていたり，晩婚化が進
んだり，晩産化が進んだり構造変化が進んでい
ます。こうした認識の下，様々な税制上のツー
ルを組み合わせることによって，税制だけでは
全部できないわけですけれども，いろいろなこ
とをやっていきたいと思います。そういったメ
ッセージをできるだけ若い方々にわかるように，
かつ毎年いろいろな社会状況の変化等もありま
すし，全部はできないわけですが，そういった
問題意識であって，なおかつそういったことを
きちんと発信をしていきながら，毎年の税制改
正をやっていきたいと思っています。これで答
えとさせていただければと思います。

〔夫婦控除の妥当性について〕
夫婦控除については，先ほどちょっとお話し

しましたけれども，既定路線となっているわけ
ではありません。一部新聞記事等が出ましたが，
まだ何も決まっていません。ただ，先ほど言っ
たように，ある意味では配偶者控除をなくすと
いうことではなくて，配偶者控除が発展したと
いうような位置付けになるかもしれないという
ようなことはあるかもしれません。他方，この
財政の状況で，およそ夫婦がみんな控除だった
らものすごくお金が掛かります。
日本の場合は，夫婦が子どもを育てる基本的

な単位なのではと言いながら，離婚して，一人
親になった方やその他様々な状況の方がいます。
それは先生のおっしゃるとおりです。そういっ
たものを，税制だけ突出して，全てケアすると
いうような全部のパートナー形態を打つという
のもなかなか難しい中で，どうするか考えてい
るというのが現状でありまして，先生のおっし
ゃった問題意識とまさに我々も同じような問題
意識で悩んでいるということです。

〔相続税について〕
消費税の負担というのは言ってみれば低所得

者の方によりかかるという中で，高額所得者の
方の負担をもうちょっと増やさせていただくと
いうのを一緒にやるという問題意識があって，
若干やる時期はずれたのですけれども，所得税
の最高税率引上げや，相続税の改正をやってい
ます。ただ，相続税の改正はそういった面があ
るのともう１つは，資料41で基礎控除の見直し
をしていますが，これはどちらかというとむし
ろ２０年前のバブルのころに地価がものすごく上
がるときに，毎年，毎年に近いぐらいのペース
で基礎控除の枠をどんどん膨らませたのです。
それで今の５，０００万円まで来ていたのですが，
そのままになっていたものですから，結果とし
てほとんどの方に相続税がかからないとなって
いました。これをバブルの前まで完全には戻せ
ていないのですけれども，縮小したというよう
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な面もありますので，必ずしも高額所得者を狙
い撃ちでという文脈だけではないというのが１
点です。
その上で，最近いろいろな報道等のことも

quote いただきましたけれども，これ自体は去
年の１月に施行されました。ということは，相
続税ですから，去年の１０月以降に初めて申告が
出てくるという状況なので，まだ１年たつかた
たないぐらいの段階です。いずれにしろ，この
制度改正の結果どうなるかというのがまだわか
る段階ではないというのが１つの形式的なお答
えです。
その上で，いろいろな事案が出て，個別の事

案についてどうこういうのはなかなか申し上げ
られないわけですけれども，１つあるのは，相
続の中で株式の評価は，もちろん法律上は時価
によるとなっていて，国税庁の方で財産評価通
達というのがあり，相当詳細に決まっています。
そういう意味では恣意的にやっているわけでは
なくて，かついろいろ改正もしてきているわけ
ですが，１つあるのは，個別の事案と関係ある
かどうかは別として，最近株価がアベノミクス
でずっと上がってきたものですから，例えば非
上場株式なんかをどう評価するかというのはあ
ります。そうすると，むしろ相続税法の改正と
いうよりは，ここ数年株価がぐっと上がってき
ていることによって相続する株式の評価を巡っ
ていろいろな意味で議論が出てきているといっ
たようなことかと思います。いずれにせよ，い
ろいろな観点から検討する必要があるかと思い
ます。

〔法人税改革について〕
最後の法人税の話ですけれども，税率だけで

本当にいいのかというのはおっしゃるとおりだ
と思います。税制は，当たり前ですけれども，
企業の自由な経済活動を阻害しないというのが
非常に大事なことです。税率の話でもそうなの
ですが，法人の話だと，組織再編税制というの
は，平成１３年に最初に作ったのですが，まさに

その後いろいろな実務の声や社会の変化を受け
て頻繁に見直しをしてきています。なるべく世
の中の実情に合ったように，使い勝手を良くす
るようにということです。今回の経産省の要求
もそういう中で出てきたものでしょうし，そう
いった中で議論していくことと思います。
同時にそういったニーズに答えていく一方で，

租税回避的に欠損金をうまく使うことだけを考
えて形式上合併したような事例もあり得るもの
ですから，そういったところの課税というもの
もしっかりにらみながら，一方で，頑迷固陋に
制度を変えないみたいなことがないようにやっ
ていこうという認識は持っております。引き続
きご指導いたただければと思います。以上です。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。極めて難し
い問題について丁寧にお答えいただいたと思い
ます。税制は制度ですから，思いもかけなかっ
たことがいろいろ起こってきて，政府はそれに
どう対応するかを，その都度，考えていかなけ
ればいけない。したがって，対応にはタイムラ
グがあるわけですね。ところが，それを考えて
いるうちに世の中はどんどん変わっていきます。
パートナーの在り方にしても，小塚さんがおっ
しゃったように，さまざまな形態が出てきまし
た。それから，企業再編にしても，いろいろな
形態が出てくるということになってくると，そ
れにも対応しなければいけない。あらゆるもの
を予見して，全て理想的なものというのを作る
のはなかなか難しいわけですね。
現実には，発展的解消だったら合意が得られ

るのに，いきなり理想的なところまでもって行
こうとすると駄目かもしれません。消費税の軽
減税率にしても，私は複数税率は良くないと言
っていますが，税率を上げるためにはやむを得
ないところがあるかもしれない。こうしたこと
を考えていかなければならないのが制度だと思
います。ですから，世の中が変わり，それを追
いかけて対応するというような形のものが制度
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設計の中で非常に重要なことになります。でき
るかぎり世の中の移り変わりを限り予見しなが
ら，先取りできるものは先取りしていこうとい
うことではないかなと思いました。
もう１点は，財政の中長期の見通しで，高す

ぎる成長率が前提になっているのではないかと
思ったりするわけですね。ただ，経済成長率と
いうのは試算を行う上での前提ですけれども，
成長率それ自体は内生変数なのですね。ですか
ら，内生変数を高めていくための税制というこ
ともありなわけです。そういう意味では少し高
めの成長率の設定かなと思ったりもしますが，
むしろその設定に合うような税制の構築を考え
ていかなければならないのが今の日本の税制で
はないかと思います。
井上審議官はご所用がありますので，この段

階でご退席ということになります。どうもあり
がとうございました。拍手を頂きたいなと思い
ます。
―――――――――――――――――――――
（井上） すみません。どうもありがとうござ
いました。

―――――――――――――――――――――
（林） それでは，だいぶ時間も押しておりま
すけれども，引き続き，地方税の課題について
お話を頂きたいと思います。開出審議官，お願
いいたします。
―――――――――――――――――――――

Ⅲ．地方財政・地方税制の現状と
課題

総論：地方税財政の現状

（開出） わかりました。それでは，地方税に
ついてお話を申し上げます。
レジュメをお開きいただきまして，まず背景

の地方税財政の状況ということですが，これは
さらっとお話を申し上げたいと思います。資料

❶にございますように，地方財政につきまして
も，国と同様の非常に厳しい状況です。今年度
も財源不足５．６兆円が生じているということで，
厳しい状況です。右下に財源不足の状況という
ものが書いてあります。
資料❷は国の歳出・歳入の状況で，ここはご

覧いただくだけということにしたいと思います。
資料❹ですが，国家財政と地方財政は連動し

ておりますので，同様の傾向ということです。
上が国の財源不足の状況ということで，公債の
発行額，公債依存度ということですが，先ほど
ご覧いただきました地方財政の財源不足につき
ましてもほぼ同様の山の形をしているというこ
とです。
資料❺が国の公債残高の状況ということです。

これはよくご覧になる図です。
地方の借入金残高は，資料❻ですけれども，

借金の状況ということです。２００兆円の残高な
のですが，トータル額で見ますと２００兆円の前
後で横ばいということですが，この内訳が変化
しております。下から２番目の薄いブルーの部
分ですけれども，これが臨時財政対策債を除く
地方債残高，いわゆる建設事業に充てたものが
中心ということです。この部分につきましては
額が若干減少しているということですが，問題
は一番下の臨時財政対策債です。２８年度は５２兆
円ということです。これがいわゆる赤字地方債
ということで，地方の財源不足を借金，地方債
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の形にしたものですが，これが累増していると
いうことが問題の構造ということです。
資料❼はプライマリーバランスで，先ほどお

話があったところです。
ちょっと飛ばしまして，資料10ですが，地方

財政計画の歳出の分析ということです。地方団
体は非常に住民生活に密着した事業を行ってお
ります。例えば国の補助事業でいいますと，裏
負担というのが決まっておりますので，一定の
歳出が必要であります。或いは国が法令で基準
を設定している警察行政，高校教員の数であり
ますとか，義務付けがある保健所の事務等につ
いては義務的な歳出ということですので，地方
が自由にできる部分は意外と少ないということ
で，こういったところも地方財政を考える上で
の重要な点ということです。
資料11が歳出構造ということです。ここも顕

著に傾向が出ておりまして，いわゆる投資的経
費につきましては，ピーク時のバブル崩壊後の
経済対策をやっていた時期には３０兆円を超える
額でしたが，足元が１１兆円ということで，３分
の１程度に対しまして，下から２番目の社会保
障関係費を含む一般行政経費がちょうどこのス
パンでいいますと１２兆円から始まりまして，３６
兆円で３倍ということですので，これが完全に
入れ替わっているということでありまして，財
政構造は硬直化しているということです。
資料13は国際比較ということです。これはよ

く言われることですが，一般政府支出の中の地
方の比率が高い順に上から並べると，カナダ，
スウェーデン，アメリカ，日本，ドイツという
ような感じになります。日本は単一国家という
ことですが，連邦制を取っている国並みの地方
の支出がありまして，税の比率も比較的高いと
いう数字を表したものです。
こうした状況にありますので，地方は行革に

前から取り組んでおりまして，資料14以降がそ
の数字ということです。例えば給与につきまし
て，かつてラスパイレス指数が高く，国の水準
を上回っていたわけですが，見直しがされまし

て，１００を切っている状況で推移しております。
国家公務員の給与削減の影響がありまして，台
形の富士山みたいなところがございますが，足
元が９９．０ということです。
地方公務員の定数削減も，資料15の右上のグ

ラフだけご覧いただきますと，かなり絞った状
況に来ているということです。
資料16ですけれども，合併の効果で一番顕著

なのは，当然首長さんとかが合併すれば減るわ
けですので，首長さん，議員の数は大幅な減少
ということでありまして，こういった行革努力
をする中で税財政をどう維持していくかという
ことが地方の課題ということです。
資料17が租税体系の一覧表ということで，右

が地方税ですが，国の並びの基幹税があるのに
加えまして，例えば道府県税でいいますと，ゴ
ルフ場利用税だとか，狩猟税だとか，市町村で
いいますと入湯税，温泉に行きますとかかる税
ということですけれども，地域に根差したユ
ニークな税も中にはあるということです。
資料22は国・地方の財源配分ということです。

よく言われますのが，左にございますように，
税の入り口の部分では国・地方で大体６対４と
いうことですが，補助金でありますとか，交付
税の移転がございまして，歳出ベースでは国４，
地方６ということで逆転しているということで
す。右側が税源配分の推移を表にしております。
資料23が税収の構造内訳の資料ということで

すが，一番上が国で，２番目が地方のトータル
の姿ということです。地方におきましても，黄
色の地方消費税の部分は非常に重要な存在感が
増しているということでありまして，社会保障
財源として使われているということです。その
下が都道府県ですけれども，特徴はブルーの法
人課税の占める比率が高いということと，消費
税が都道府県税になっておりますので，ここに
黄色が入ってまいりますが，２分の１は市町村
に交付金として交付されているということであ
りまして，都道府県，市町村の貴重な社会保障
財源になっているということです。一番下の市
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町村で見ますと，個人住民税と固定資産税が２
大基幹税目ということで，合計約８割程度がこ
の２税で確保されているという状況です。
資料20は足元の税収の状況ですが，３兆円の

税源移譲後，リーマンショックがございました
ので，大幅な減少になっておりますが，足元が
回復してきておりまして，消費税率の引上げと
法人税の回復ということで，ピークに近づいて
いるという状況です。
地方税で議論になりますのが資料21です。安

定性の観点から見ますと，税収が最も安定して
おりますのが一番下の地方消費税ということで
す。税率１％時代には２．６兆円前後で非常に安
定しているということです。それと固定資産税
は，赤の三角ですけれども，ここ近年８兆円台
後半で安定しているということです。個人住民
税は景気の変動によりまして上下がございます
が，一番大きいのが法人二税で，白抜きの濃い
ブルーのグラフです。バブル期には１０兆円ほど
ございましたが，その後，下落して５兆円台で
す。ミニバブルがございまして，９兆円まで行
っておりますけれども，その後，半減するとい
う乱高下をしておりまして，景気の影響を一番
受けやすいということでありまして，これが見
直しの課題になっております。
もう１つが地方税の資料24です。偏在性の観

点です。一番左が地方税の全体の姿でいいます
と，最大／最小が２．６倍，東京と沖縄の対比と
いうことです。法人二税につきましては６．１倍，
真ん中の棒グラフです。これは東京都と奈良県
の対比ですけれども，６．１倍です。消費税につ
きましては１．７倍，固定資産税は２．３倍というこ
とですので，偏在性の観点からもこの二税は地
方税にふさわしい税ではないかということです。
地方税原則ということです。これはかっちり

したものがあるわけではありませんが，よく言
われている５つの原則ということです。応益性
の原則の行政サービスの便益を地域住民が負担
するという点，或いは安定性と普遍性につきま
しては，地方団体が地域に密着した行政サービ

スを提供しますので，景気変動に左右されない
ものが望ましいですし，地域に幅広く存在する
ことが求められるということです。負担分任の
原則ということで，よく地域社会の会費的性格
と言われますが，住民ができるだけ広く分かち
合うということが特徴ではないかと言われてお
ります。国との関係でいいますと自主性という
ことで，地方団体が自主的に判断できることが
重要であるということです。今までが総論的な
ところです。

各論：平成２９年度以降の税制改正に向け
た主な課題等

１．消費税率引上げ時期の変更に伴う措
置

最近の課題ということで，資料25以降に資料
を用意しております。資料25ですけれども，国
と同様に消費税率の引上げ時期が３１年１０月まで
２年半延期ということですので，一連の措置を
パッケージで延期するということですが，一番
上の二重丸が税率そのものの延期です。地方税
におきまして車体課税と地方法人課税の偏在是
正措置については，消費税率が１０％のときにや
ろうということで，法律が定められて一遍成立
しているわけですけれども，これが延期という
ことです。消費税率の引上げが延期ということ
ですので，これらの措置についても延期すると
いう内容になっております。住宅ローン減税に
ついても同様に延期ということです。
その中身で車体課税についてちょっとご覧い

ただきます。資料40をお開きいただきますと，
自動車の車体にかかる税金として国税，地方税
がございますが，取得時の自動車取得税と保有
時のいわゆる登録車にかかります自動車税と軽
自動車にかかる軽自動車税は地方税ということ
でありまして，地方税の比率の高い税目になっ
ているということであるわけです。
資料41をお開きいただきますと，消費税率が

引き上がるのに対応いたしまして，車体課税も
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見直そうということになっております。一番上
の自動車取得税につきましては消費税率が１０％
になるときに廃止ということで，法律も改正さ
れているわけですけれども，それが１点ござい
ます。ただ，自動車取得税を単純に廃止します
と，ここで講じているエコカー減税という燃費
がいい車に買い替えていただくインセンティブ
税制が全くなくなってしまいますので，自動車
税と軽自動車税という保有課税の中で環境性能
割という燃費性能に応じた仕組みを入れようと
いうことです。この図でいいますと，自動車税
と軽自動車税の一番右に環境性能割の導入とご
ざいます。これはセットで対応するということ
になっておりましたが，これもパッケージで２
年半延期ということですので，３１年１０月から実
施されるということです。
資料42に環境性能割とは何ぞやというものが

あるわけです。右側が現行のエコカー減税とい
うことでありまして，燃費に応じて税負担が変
動するという点では類似のものですが，消費税
率が今の８％から１０％に上がるということです
ので，若干の負担軽減措置を講じております。
この表でいいますと，平成３２年基準のプラス
１０％達成というところにあるのです。右のエコ
カー減税でいいますと８０％軽減ということで，
非常に負担が軽くなるのですが，一定の負担を
頂くことになっております。左側のH３２基準＋
１０％達成は非課税ということですので，より環
境性能のいい車の税負担を軽減する方向でイン
センティブ効果を高めるというような仕組みと
しているところです。これが３１年から動き出す
ということです。
ちょっと飛ばしていただきまして，もう１点

の地方法人課税の偏在是正ということです。資
料31をお開きいただければと思います。先ほど
ご覧いただきましたように，地方税の中でも法
人所得にかかる税につきましては安定性も大き
く変動するということと，どうしても都市部に
税収が集中するということですので，消費税率
が上がる中でこの法人課税の偏在是正を講じよ

うということです。
一番下にあります地方法人特別税という事業

税を一部国税化しまして，譲与税として地方に
配分するという仕組みがあったわけですが，こ
れは暫定措置ということでしたので，真ん中の
ところにございます法人住民税の法人税割につ
きまして地方法人税という名前の国税にいたし
まして，地方財源を確保することということで，
交付税特会に全額が直接入ることによりまして，
交付税として地方に配分するという仕組みに順
次変えていこうということです。偏在是正措置
の一本化と真ん中に矢印がございますけれども，
こういった措置に統一していくという改正が予
定されているわけでしたが，これも３１年から実
際に動き出すということです。こういった改正
を行っているところです。

２．地方法人課税

以下，各税目の主なところです。地方法人課
税につきましては，資料35をお開きいただきま
すと，先ほど井上審議官から話がございました
２０％台に実効税率を下げていくという中で，
国・地方の実効税率が３０年度に２９．７４％のドイ
ツ並みになるということです。
資料37ですけれども，その中で地方税におき

ましては法人事業税の外形標準課税部分を拡大
していくということを予定しております。下に
４つボックスがございます。改正前は外形課税
部分が全体の４分の１ということでありまして，
所得割の税率が７．２％でしたけれども，最終的
に施行はこちらについては２８年ということです
が，所得割が３．６％になるということですので，
実効税率がこの分で引き下げられるということ
になるわけです。
もう１点，地方法人課税で資料39が新しい措

置ということで講じられるものです。ふるさと
納税について，今は個人版があるわけですが，
法人についても認めようということで創設され
たものです。下の図にありますように，今は全
額損金算入ですので，実質３割軽減ということ
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ですが，国税と地方税を併せまして６割の倍に
負担軽減割合を拡大しようということです。法
人の場合にはかなり影響の大きい額を出す場合
もありますので，地方がしっかり計画を作って
いただきまして，内閣府の認定を受けたものに
限るということに制度上の建て付けをしている
ところです。以上が法人の関係です。

３．個人住民税

個人につきましては資料46にふるさと納税の
概要とございます。中身についてはご存じの部
分だと思います。資料48をご覧いただきますと，
ここ数年非常に実績が伸びております。特に２６
年度と２７年度にかけまして大きく伸びておりま
して，１，６５２億円の受入額ということです。新
聞・雑誌，テレビでやっているとおり，特産品
がもらえるということで有利であるということ
で，非常に関心を呼んでいるところです。
資料49にございますように，過度な返礼品，

特に金銭類似性が高いようなものを返礼としな
いようにということを総務省からお願いしてい
るところでもあります。
資料51に所得課税改革の全体像がございます。
住民税について資料52に住民税ならではの論

点ということで書かせていただいております。
個人所得改革を行う中で，右の黄色の部分で○
が３つございますが，地方税は地方団体が社会
保障の担い手であります財源を適切に確保する
ということが重要であるということです。その
中で住民税につきましては１０％の比例税率であ
りますので，税負担調整効果に制約があるとい
うことです。国の場合，超過累進課税というこ
とですので，高所得者から低所得者への移転も
いろいろな方法がありますけれども，地方税に
ついてはその余地が少ないということに留意す
る必要があります。
或いは一番下の社会保障制度です。生活保護

の認定とか，いろいろな福祉の基準に地方税の
非課税世帯である条件とか使われておりますの
で，そことの整合性に留意する必要があるとい

うことが論点として指摘されております。具体
的にどうするかにつきましては，先ほど国税の
ところでありましたように，いろいろなご意見
を踏まえながら今後検討ということになろうか
と思います。

４．固定資産税

固定資産税ですが，資料55をご覧いただけれ
ばと思います。非常に安定した税収なのですけ
れども，中でも土地につきましては，地価下落
の影響もありまして，長期トレンドでは緩やか
に下落状況にあるということです。一番上が土
地，家屋，償却資産を全部合計したものですけ
れども，その影響もございまして，なだらかに
右下がりということで，ここの安定的な確保と
いうことも重要です。
その中で，資料56ですが，今年度の改正で償

却資産の中の機械装置について一定の要件を満
たしたものは３年間２分の１という特例が講じ
られるということです。
資料57に全部並べておりますけれども，地方

団体からは反対の意見があったわけです。地方
の基幹税である保有税で政策的な措置を講じる
ことが適当でないということですが，いろいろ
調整の結果，資料56の右下に減収規模が１８３億
円とございますけれども，規模的には非常に限
定的な措置として特例的に講じられるようにな
ったということです。

５．その他

その他の地方税で関係する部分として，いわ
ゆる森林吸収源対策です。COP２１を受けた森
林のCO２の吸収対策でありますとか，地方は非
常に山が荒れて，疲弊しているという点につい
て財源確保が議論されております。具体的にど
うするかということは今後の議論ですけれども，
資料62の一番下の２行です。都市・地方を通じ
て国民に等しく負担を求めて，市町村がしっか
り森林整備ができる森林環境税（仮称）等を考
えていこうではないかということで，党の方で
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議論されているところです。
資料64に電子申告，資料63に eLTAXの状況

について資料が付いておりますので，参考まで
にご覧いただければと思います。駆け足でした
けれども，私からの説明は以上です。
―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。それでは，
玉岡教授からご意見を頂きたいと思います。
―――――――――――――――――――――

Ⅳ．地方財政・地方税制への意見

（玉岡） 今回は質問だけということです。喫
緊の課題というよりは，１０年，２０年，３０年先に
地方財政なり，地方税をどうするか。総務省さ
んはどちらの方向を向いて歩くおつもりかとい
う大きなことについて３点お伺いしたいと思い
ます。非常に抽象的な話になってしまうので，
まとめてお答えいただいてもちろん構いません。

〔応益性の原則〕
１つ目は，お配りになった資料の中にもあり

ましたけれども，地方税原則で応益性というの
がありまして，地方税の税目の中で固定資産税
をはじめとして，事業税の付加価値割などがあ
って，そういうものも応益性を根拠にして課税
しているということです。ただ，学問上でいう
と，地方税のみにこういう応益性というのはな
いことになっているのです。にも拘わらず，応
益性というのは非常に重要で，それ故課税する
のだということなのですが，根本的な疑問とし
て応益性というものをそもそもどのように捉え
て計っているのか。企業，法人に関して言うと，
自治体から受ける利益というものをどのように
計っているのか。その受けた利益が固定資産の
価値とか，或いは企業の付加価値等にどのよう
に反映するのかということです。
そういうふうな受益を得ているので，それに

税を払うということなのでしょうが，税をかけ
る側からすると課税責任みたいなようなものが

あると思っていまして，その辺はきちんと説明
する必要があるかなと思っています。最近の林
宜嗣先生のご研究なのですけれども，個人と法
人に分けて考えると，法人については実は受益
よりも負担の方が多いとかというご研究もあり
ます。これから税負担等が増えていくと思うの
ですが，受益ということについてどう考えてい
るのか。それが第１点です。

〔普遍性の原則と伸張性の原則〕
２点目もやはり地方税原則に関連するのです。

お配りいただいた資料では５つ原則があって，
これ以外にもいろいろあるのですが，例えばこ
こに載っていない原則として，最近はあまり言
われませんけれども，伸張性の原則というのが
あって，法人二税なんかはこれに入るかと思う
のです。普遍性，安定性の原則というものと伸
張性の原則というのはある意味相いれない性質
を持ち合わせているということです。最近の動
きでは偏在性を避けようとするというふうなこ
とを感じるのですが，それは一方で伸張性には
背くということです。伸張性の方を重視すると
偏在性が存在することになってしまうというこ
とです。地方間に経済力の格差があって，伸張
性を備えた税目があるとすると，結果として財
政力の格差が生じてしまって，国の関与が入っ
て財政調整が行われてしまうということです。
質問というのは，将来の地方自治，地方財政

を考えていくために，国の関与のない財政調整
の制度というものを考えていくのかどうか。そ
れに沿うようにということですけれども，偏在
性の少ない税目というものを質的にも，量的に
も拡充する方向に動くのかどうかという方向性
について伺いたいと思います。

〔事務配分と財源配分〕
３点目は一番抽象的なのですけれども，資料

でもありましたように，最終的に使うお金とい
うのは地方の方が圧倒的に多いのですが，取っ
ている税金というのは国の方がはるかに多いと
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いうことです。それゆえに財政調整という仕組
みが必要とされるわけです。国と地方の間の事
務の配分と税をはじめとした財源の配分という
のがあって，事務配分と財源配分がうまく適合
しているといいのですが，なかなかうまく適合
しないということです。戦後といっても７０年近
く前ですけれども，一種の事務配分と財源配分
の連立方程式と考えるならば，特に地方自治，
地方を重視するような１つの解法というのが示
されました。ところが，その解法自体は，当時
の大蔵省を中心に否定して，現在の地方税財政
制度というのが存在するのです。
２１世紀は少子高齢化，人口減少社会で仕事自
体が非常に増えて，財源自体が非常に減ってい
るという中で，しかも一方で地方自治，地方分
権というのを進めるということです。質問の内
容は，現段階でもし事務配分と財源配分の連立
方程式というものを考えるとすれば，どういう
ふうな方程式を考えるかということです。ちょ
っと抽象的ですけれども，答えていただけると
幸いです。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。それでは，
小塚さん，お願いします。
―――――――――――――――――――――

（小塚） 玉岡先生の方から非常にマクロ的と
いうか，大きな話をしていただきましたという
か，質問をされておりますので，私の方からは
少し細かいというか，制度的な方のところにつ
いてお聞かせいただきたいと思います。２点ほ
どございます。

〔個人住民税の所得割〕
１つが個人住民税の所得割の方です。現在の

個人住民税は，累進税率をとる個人所得税とは，
比例税率をとるという点において相違するもの
であると思いますが，課税標準自体の方を見て
いくと，よく似た控除等は入っていると思いま

す。その一方で，個人所得税の方において，特
に所得控除に関するいろいろな改革が検討され
ていくのかなと思うのですが，それはある種の
所得再分配的なものを強めるとか，そういった
性格のものが入り得るのかなと考えております。
そのようになったときに，本来住民税には特

に会費的な性格が強いという特徴がありますか
ら，そういった部分で，個人所得税と個人住民
税との距離がだいぶ空いていくというようなこ
とがあり得るのだろうか。そのあたりの感触と
いうか，将来像が自分的にはあまり見えないも
のですから，もしそのあたりについて何か既に
プラン等があるということでしたらお聞かせい
ただければと思っております。

〔法人税改革〕
もう１つ，私はあまり地方税自体がそこまで

専門ではないということもございまして，先ほ
ども質問させていただきましたけれども，法人
税改革の関連のところで少しお聞かせいただけ
ればと思います。
具体的にどういうことかと申しますと，法人

税改革，特に実効税率を下げるという議論にお
いて，税収中立で行うということとの関連から，
特に付加価値割等を増やしていくというような
形で進んでいたかと思います。その一方で，付
加価値割への移行は実は中小企業にはあまり適
用しないというようなことがありました。今回
の資料の中でも，資料38のところにおいて中小
法人と大法人との格差拡大ということが挙げら
れており，特にその中において中小法人が大法
人へと成長していく意欲を損ないかねないので
はないかという問題提起がされているところか
と思います。
恐らくこれもよく知られていることかと思い

ますけれども，中小法人であるか大法人である
かは，いわゆる資本金のところで区別している
ということがあるので，特に資本金をある程度
意図的に下げて，それ以上先に進まないように
するといったようなことが起こるといったよう
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なことを指しているのかなと思うわけです。し
かし，ちょっと立ち止まって改めて考えみます
と，逆にそのような恣意的な操作が可能になっ
ているということは，現行の法制度が企業活動
自体についてはあまり影響していないというこ
となのではないかというようなことも考えられ
ないだろうか，ということを思うわけです。
すなわち，企業の実態的な活動，つまり，例

えば資金の調達方法について借り入れに過度に
依存しなければいけなくなったりとか，或いは
付加価値割の課税の有無が資本金で決まること
がなければ積まれていたはずの資本金が積まれ
なかったりとかというような行動の変化があっ
たとしても，ここで懸念が示されているような
企業の規模の拡大のような企業の発展等につい
てはあまり影響していない可能性があるのでは
ないか。
その一方で恐らく真の中小企業を特定しよう

というような形で，今後資本金以外のいろいろ
な基準も付加的に導入していくというようなこ
とがあり得るのかなと思いますが，逆にそのよ
うなことをしてしまうと，実質的に中小企業と
大企業が区別されてしまって，税が原因で，売
り上げを抑える等の方法でもって，無理に中小
企業でとどまるというような事業者が出てくる
というある種望ましくない結果が起きないだろ
うかということをちょっと考えたりもするわけ
です。
私もまだ整理し切れてないアイデア的な感じ

というか，思いつき的なところになっていると
ころもありますが，特にここでうたわれている
ことが何を意味しているのか。例えば，資本金
の基準が好ましくないと考えられているといっ
たようなことがあって，その改革の方向性が打
ち出されているのかどうか。そういった点を，
簡単なコメントで結構ですので，もし可能であ
ればお聞かせいただければと思います。

―――――――――――――――――――――
（林） ありがとうございました。地方税のか

ねてからの課題のようなご指摘もありましたが，
お答えいただければと思います。
―――――――――――――――――――――
〔応益性の原則について〕
（開出） ありがとうございました。非常に難
しいご質問を頂いているところですけれども，
まず玉岡先生のお話です。地方税の原則といい
ますか，よく応益性と言われるものは，地方団
体は地域住民のための行政サービスの重要な提
供主体ということでありますので，そのサービ
スについて住民が幅広く負担するというところ
が税の基本というか，考え方なのではないかと
いうことで，応益性ということが言われている
のだと思います。
応益性も都合のいい便利な言葉なので，「応

益，応益」と言うのですけれども，厳密に言う
と，応益性で全て説明できるというものでもな
いと思いますので，その課税根拠といいますか，
考え方の基本というところが一番重要なのかな
と思います。ただ，実定法上，例えば住民税で
言うと，均等割の全員が同額負担するという部
分であるとか，所得割については一定税率とい
うことで，国の超過累進課税に比べますと，応
能的というより，応益的な要素が強いのではな
いかというところもありますし，固定資産税で
あるとか，事業税の外形部分については赤字法
人でもサービスを受益されているのであれば，
一定のご負担をということになりますので，そ
ういった考え方の基本にあるのかなというよう
なところだと思います。ということですので，
具体的な課税の水準だとかに受益の程度を計る
とかということになるとなかなか難しくなって
まいります。
ただ，固定資産税なんかでよく地方の関係者

が言いますのは，やはり行政サービスを，道路
だとインフラを整備しますと資産の価値も上が
りますし，サービス提供と受益の部分の程度は
比例関係というようなベクトル感にはあるのか
なというようなことがあります。事業税の外形
部分の付加価値割の部分については，企業はい
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ろいろなインフラだとか，教育，治安も含めて
行政サービスを受益されておりますので，事業
活動の規模に応じて税負担をしていただくとい
うことであるとするならば何かということがさ
んざん議論された結果，付加価値ということで，
企業活動から生じた利潤を労働，土地，資金等
にどう配分されるかということで計ろうという
ことになっているわけです。そこのところはぎ
りぎり言うと厳密な説明ができない部分もあり
ますけれども，そのような感じで，応益性が１
つの指標というか，柱にはあるのではないかと
お答えさせていただければと思います。

〔普遍性の原則と伸張性の原則について〕
普遍性と伸張性というところの問題ですけれ

ども，望むべくは両方あればいいというか，法
人課税については企業誘致をした自治体の税収
が伸びるということが地域の活性化にもなりま
すので，伸張性の部分ももちろん重要だと考え
ます。ただ，今の状況の中で私どもがまず一番
にやらなければいけないのは，地方税において
は税収が安定的で，偏在性が小さいというとこ

ろが重要になってくると思います。法人課税の
ところでご説明申し上げましたように，法人の
所得課税部分については，地方税とすると望ま
しくない部分もありますので，全部ということ
ではありませんけれども，交付税の形で地方に
配分される形に持っていくということが必要で
はないかということで改革を進めているところ
です。
ただ，そういった改革を進めても，ご覧いた

だきましたように，消費税についても，固定資
産税についても地域格差というのがあります。
必要な行政サービスは一定水準どこでも保証す
る必要がありますので，どうしても地方交付税
による調整というものが残るかと思いますが，
基本的な方向とすると，そのような方向でやっ
ていきたいと考えているところです。

〔事務配分と財源配分について〕
事務配分，財源配分の話も永遠の課題みたい

なところがございますが，かなり国際的に見て
も日本の場合は仕事を地方がしているというこ
とですので，それに見合った財源配分というこ
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とで，税源の確保が重要だと思います。３兆円
の税源移譲が平成１９年に所得税から住民税に行
われましたけれども，引き続き，そういった方
向の取り組みをしていきたいということです。
今後伸びる税といいますと消費税ということ

になると思います。国も社会保障の重要な年金
等を担っていますので，なかなか容易ではない
ということです。今は４対６ということですの
で，そこの比率を高めていくべく，仕事と財源
が見合ったような形に今後も努力していきたい
と考えております。

〔住民税の所得割について〕
小塚先生にも頂きました。個人所得課税改革

については，井上審議官の説明がありましたよ
うに，これからの議論というような段階ですの
で，頭の体操的な話なのですが，税収中立とい
うものが大前提にあるだろうということといた
しますと，所得再分配の強化と正面から言わな
いにしても，いろいろな仕組みをいじるときに
高所得者の方から低所得者の方に行く調整とい
うものが必要になってくるということだと思い
ます。地方税の場合には比例税率ということで
すので，国税と違って，その部分の調整余地が
少ないという構造的な問題は認識しなければい
けないと考えております。
ただ，現行の仕組みは，お話にもありました

ように，基本的には所得控除制度についても若
干の額の違いはありますけれども，同じ適用と
いうことで動いてきておりますので，基本は国
税で講じられる仕組みに対応した現行の措置の
講じているものを基本に考えていくということ
です。ここで地域社会の会費的な性格というこ
とで，かなり違うところに行ってしまうという
ことは今のところ考えていないということです
が，これはまさに今後の議論ということになろ
うかと思います。

〔法人税改革について〕
法人の関係のお話はお答えをどうしたらいい

か悩んでまいったのですけれども，資料38にあ
ります党税調の問題意識は，国税・地方税共通
の中小課税の問題ということです。資本金だけ
で一律に動かしているというところ自体につい
ては問題があるのではないかというようなこと
はかなり指摘されているところであると思いま
す。今は中小は課税が有利になっております。
資本金は自由に動かせるということで，資本金
１億円ジャストの企業がかなり多くあります。
大法人が，具体的に言うとあまりあれですが，
シャープさんは一時１億円というような新聞報
道があってびっくりしたのですが，結局，５億
円でしたか，引き続き大法人であるということ
です。そういった操作もあり得るので，資本金
一本槍というのはいかがなものかということで，
いろいろな法人の規模，活動実態を表す指標を
考えるべきではないかというくだりがここにあ
るところです。
「中小法人が大法人へと成長していく意欲を

損ないかねない」の部分はちょっと舌足らずな
ところがあるのかなということを私も読んでい
て感じたところがあります。大きければいいと
いうことではなくて，業種とか，いろいろな特
性に応じて，小さくても成長もしますし，成績
がいい企業はあり得るわけですので，そこのと
ころがあるということだと思います。もし大法
人に徐々に拡大するということが望ましい業種
に対応した部分があるとするならば，今はかな
り制度格差が拡大していますので，「それだっ
たら今のままでいいや」というところは，企業
の成長，日本経済全体のことから見ると望まし
くないのではないかというような趣旨で書いて
いるのだと思います。
特に地方法人課税につきましては外形標準課

税が拡大しまして，中小法人は所得割について
は９．６％ということですけれども，大法人は
３．６％になるということで，半分以上の税率の
差が生まれてしまっているわけなのです。資本
金が若干小さい企業でも成長性のある企業から
すれば，「私はそちらがいい」という声も実際
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にあることはあるところでありまして，そこの
制度格差がかなり開いてきておりますので，よ
りこの部分の検討が必要ではないかということ
であるわけです。ただ，ここは地域経済とか，
個別企業の経営に大きな影響を与えますので，
大綱にもありますように，幅広い観点から慎重
に検討するということです。以上，お答えでし
た。
―――――――――――――――――――――

おわりに

（林） ありがとうございました。地方税に関
してはやはりまだまだ大きな課題が残っていて，
例えば課税最低限は所得税と住民税とが同じで
あるべきなのかといったような議論とか，これ
は随分以前から議論されていながら答えが出て
いないところですね。
応益課税に関しても，国税と違って地方税で

は応益性を重視すべきではないかと言われてい
ますが，応益をどうやって計るのかという問題
もあります。しかし，アメリカでは計量分析に
よって財産税の評価をしようという動きもあり
ます。日本でも，公共財やサービスがこれだけ
地価を押し上げているといった計算を，ヘドニ
ック・アプローチという手法を用いてやってい
る研究者もいます。今後そういう技術が改良さ
れていけば，全てではないにしても応益課税を
量的根拠に基づいて実施できる時代が来るので
はないかと思います。ただ，地方税に関しては，
地方分権がまだ道半ばですので，今後これをど
う進めていくのかと地方税改革とをセットで進
めなければならないだろうと考えますので，こ
のあたりも大きな課題として残っているように
思います。
租研でも地方分権時代にふさわしい地方税の

抜本改革が必要だと意見書の中で強く主張して
きているところです。例えば，法人二税を今後
どうするのだということも抜本改革の残された

課題です。そして，私はどちらかというと理論
よりは実証派なのですが，ただ，実証分析で答
えを出してからでないと制度改革ができないと
いうことになってしまうと，制度改革は進まな
くなってしまいます。実証分析というのはもの
すごく難しいわけですね。例えば，法人税が企
業の投資行動に影響するのか，しないのかとい
うのは，時代によっても違うし，地域によって
も違うし，業種によっても違います。ですけれ
ども，租税理論から言って，税が経済活動に対
して中立的でないような仕組みを内蔵している
とするなら，実証されなくても，歪めている可
能性はあるわけです。
例えば夫婦の形態にしても，税制によって歪

みが実際に起こっているのかどうかわからない
けれども，税制の中にそうした構造があるなら
ば，そこは改善する方がいいと租税理論上は言
えるわけですね。ただ，日本の制度改革の中で
そういう実証分析に基づいた議論が十分ではな
いことは事実です。実証分析を進めることと租
税理論との兼ね合いをうまく取りながら制度設
計していくことで，国民の理解を得ることがで
きるのではないかという気がしております。
まだまだ税制改革の課題は山積してい。租研

としても今までの実績を踏まえて，まだ改革が
足りないところは，改革の方向を主張し続けて
いかなければならないと思っていま。今年度の
租研の意見書も，データ付き，解説付きですの
で，是非ご覧いただいた上で，日本の税制には
まだこういう問題があるのだといったことにご
理解を頂ければ幸いです。
予定終了時刻を随分超過してしまいましたに

も拘らず，熱心にお聞きいただきましたことを
心より感謝申し上げます。そして，財務・総務
両審議官にはお礼を申し上げたいと思います。
また，玉岡さんと小塚さん，どうもありがとう
ございました。そして，ご清聴いただきました
皆さん方にもお礼を申し上げたいと思います。
どうもありがとうございました。
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